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１
問
題
と
視
角
上
田
静
一
と
い
う
あ
る
小
学
校
教
師
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
、
大
正
期
に
京
都
の
被
差
別
部
落
な
ど
か
ら
団
員
を
集
め
て
実
行
さ
れ
る
北
海
道
移
住
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
小
論
は
課
題
に
し
て
い
る
。
こ
の
移
住
当
時
の
上
川
の
Ⅱ
誌
は
翻
刻
ざ
れ
人
物
研
究
の
成
果
を
得
て
お
り
、
今
回
新
た
に
そ
の
以
前
の
日
誌
も
発
見
さ
れ
て
彼
の
活
動
の
一
貫
し
て
の
検
討
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
上
田
た
ち
京
都
剛
体
移
住
の
軌
跡
を
あ
ら
た
め
て
辿
っ
て
み
る
の
が
趣
旨
で
あ
る
。
た
だ
、
も
と
よ
り
彼
の
日
誌
は
移
民
自
身
に
よ
る
書
翰
や
記
録
を
重
ん
じ
よ
う
（１）
と
い
、
う
移
住
史
研
究
に
参
照
さ
れ
て
よ
い
史
料
だ
ろ
う
が
、
省
み
ら
れ
る
機
会
（２）
少
な
く
時
日
を
経
て
い
る
。
そ
れ
を
用
い
て
上
川
た
ち
の
様
子
を
老
這
え
る
小
論
北
海
道
移
住
と
上
田
静
一
は
じ
め
に
の関心から述べよう。
（３）
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
「
山
谷
僻
遠
」
の
大
阪
府
南
河
内
郡
束
條
村
林
南
備
の
農
家
に
生
ま
れ
た
上
田
は
明
治
三
九
年
に
田
中
尋
常
小
学
校
に
赴
任
し
、
部
落
の
夜
学
校
や
青
年
会
活
動
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
。
祖
母
に
養
育
さ
れ
、
「
世（４）
間世上の郡は持ち〈回ひであるお瓦ひに扶け合ひ勤め合はねばならぬ」
と
諭
さ
れ
た
と
い
う
彼
は
個
性
的
だ
っ
た
の
か
、
郷
里
を
離
れ
て
都
市
の
被
差
別
部
落
で
の
「
貧
民
教
育
」
を
志
望
す
る
。
そ
し
て
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
春
、
部
落
の
数
家
族
を
率
い
て
北
海
道
十
勝
の
本
別
村
大
誉
地
原
野
に
向
か
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
上
田
た
ち
の
移
住
は
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
地
方
改
良
連
動
期
に
さ
か
ん
に
な
る
部
落
改
蕃
運
動
・
事
業
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
き
る
が
、
彼
ら
の
活
動
に
限
ら
ず
、
そ
れ
ら
移
住
は
未
だ
子
細
不
詳
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
道
と
府
県
に
は
隔
た
り
が
あ
り
、
今
日
と
な
れ
ば
、
他
の
改
善
事
業
で
移
住
さ
れ
た
方
の
ご
家
族
を
訪
ね
る
と
父
親
の
灘
き
物
な
ど
大
薮
岳
史
6７
処
分
さ
れ
た
と
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
筆
者
の
非
力
を
断
っ
た
う
え
、
上
田
た
ち
も
手
が
か
り
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
に
は
一
般
的
に
大
正
期
の
様
子
を
必
ず
し
も
よ
く
結
像
さ
れ
て
い
な
い
北
海
道
移
住
史
の
螂
梢
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
た
と
え
ば
明
治
以
降
、
道
へ
の
移
民
政
策
は
移
民
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
変
遷
が
あ
り
、
概
ね
三
期
に
区
分
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
困
難
な
初
期
開
拓
の
た
め
に
金
品
な
ど
直
接
的
に
移
民
に
保
護
を与えた時代（明治二～一八年）、②道庁が設置されて以降、専ら経
済
的
・
社
会
的
施
設
を
行
い
資
本
家
や
移
民
自
身
の
自
助
に
保
護
を
委
ね
て
移
民招来を図った時代（明治一九～大正一二年）、（⑰社会事業としての
移
民
Ⅱ
許
可
移
民
が
制
度
化
さ
れ
て
補
助
金
を
与
え
、
移
民
世
話
所
な
ど
種
々
の
施
設
を
設
け
て
再
び
直
接
保
護
し
、
同
時
に
従
来
の
移
民
も
併
川
し
た
時
代
（５）
（
大
正
一
三
年
～
）
で
あ
る
。
こ
の
移
民
政
策
の
変
化
は
部
落
か
ら
の
移
住
を
捉
え
る
に
も
筆
者
の
留
意
し
た
い
点
で
あ
り
、
京
都
団
体
移
住
は
許
可
移
民
に
至
ろ
う
と
す
る
時
期
に
あ
た
る
が
、
社
会
蛎
業
が
移
民
政
策
に
接
合
し
て
ゆ
く
（６）
当
時
の
尖
机
は
な
お
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
お
よ
そ
明
治
求
年
ま
で
の
移
民
は
鞭
例
の
調
在
や
報
告
も
少
な
く
な
い
と
は
い
え
、
許
可
移
民
に
も
な
る
と
主
な
移
住
地
の
道
束
・
道
北
地
方
の
町
（７）
村
誌
な
ど
の
他
には論及当」れる機会は乏しい。一般的に道内への農業
移
民
は
岐
初
の
土
地
に
定
蒲
す
る
者
少
な
く
、
職
業
や
耕
作
地
を
新
た
に
求
め
（８）
て
移
動
す
る
の
が
通
例
だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
基
」
れ
、
大
正
期
半
ば
移
住
は
ピ
ー
ク
に
達
し
以
後
に
激
減
、
戸
口
移
動
が
顕
著
だ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
加
え
て
上
田
た
ち
団
体
は
昭
和
期
に
ま
で
定
住
す
る
人
び
と
は
限
ら
れ
た
と
推
測
で
き
、
筆
者
が
訪
ね
た
限
り
開
墾
に
取
り
組
ん
だ
彼
ら
の
記
録
や
姿
を
知
る
人
を
現
地
で
も
殆
ど
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
被
差
別
部
落
民
の
移
住
と
そ
の
邪
業
に
関
し
て
は
、
手
も
ち
の
査
料
か
ら
再
考
す
る
機
会
が
あ
っ
て
よ
い
よ
うに思う。
尤
も
、
部
落
か
ら
の
移
住
と
殖
民
地
政
策
と
の
関
わ
り
が
と
き
に
議
論
さ
れ
るが、京都団体の移住がその一環に「動かされたものではなかった」
（９）
の
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
植
民
地
Ⅱ
北
海
道
経
営
の
た
め
に
彼
．
ｂ
が
移
住
さ
せ
ら
れ
た
Ⅱ
動
貝
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
筆
者
も
考
え
て
い
る
。
小
論
の
注
目
点
は
上
川
や
彼
の
出
会
っ
た
人
び
と
の
生
き
方
や
時
代
の
あ
り
よ
う
に
ほ
ぼ
尽
き
る
け
れ
ど
も
、
当
時
社
会
に
お
い
て
の
移
住
の
意
味
を
掬
い
出
す
よ
う
試
み
た
い
。
ま
た
道
内
で
は
、
一
九
七
○
年
代
末
．
八
○
年
代
初
頭
に
民
衆
史
運
動
に
よ
り
部
落
問
題
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
大
正
期
の
移
住
が
次
の
如
く
説
明
さ
れ
た
と
い
う
。
「
未
解
放
部
落
の
移
住
者
を
、
「
内
地
か
ら
来
た
ア
イ
ヌ
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
北
海
道
庁
が
、
木
解
放
部
落
氏
１
川
以
上
の
染
川
移
住を禁止したのは、（飛肴註……近内で）兼別馴件が顕在化したから」
（Ⅲ）
だ
と
。
一
帆
都
団
体
の
足
跡
を
追
う
こ
と
は
、
こ
の
具
体
机
に
触
れ
る
こ
と
に
は
な
る
だ
ろ
う
》
そ
れ
に
は
大
切
な
手
が
か
り
と
な
る
日
誌
の
特
徴
か
ら
以
下
に
述べてゆきたい。
２
「
上
田
静
一
日
誌
」
と
先
行
研
究
上
田
の
日
誌
の
一
部
は
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
白
石
正
明
に
よ
り
移
住
時
を
含
む
上
田
の
半
生
が
詳
述
さ
れ
て
解
題
も
付
さ
れ
て
い
る
。
ご
家
族
の
手
に
よ
っ
6８
北海道移(|;と上田静
て
保
存
さ
れ
、
幸
い
に
も
歴
史
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
日
誌
は
北
海
道
視
察
に
向
か
う
一
九
一
六
か
ら
一
九
三
四
年
（
大
正
五
～
昭
和
九
年
）
の
様
子
が
記
さ
れ
、
白
石
は
「
移
住
日
誌
」
と
呼
び
う
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
上
田
は
京
都
の
田
中
村
な
ど
か
ら
部
落
の
青
年
ら
を
率
い
て
北
海
道
に
移
住
し
た
の
で
あ
り
、
彼
自
身
の
言
葉
や
目
に
映
っ
た
開
拓
地
の
様
子
に
我
々
は
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
日
誌
は
記
事
が
任
意
に
中
断
さ
れ
た
り
、
限
ら
れ
た
周
囲
の
事
柄
に
自
ず
と
記
述
は
と
ど
ま
る
。
他
に
参
照
で
き
る
上
田
が
記
し
た
資
料
も
若
干
に
過
ぎ
ず
日
誌
を
読
む
と
疑
問
が
つ
の
る
。
就
中
、
次
の
こ
と
は
謎
だ
ろ
う
。
彼
は
北
海
道
に
向
か
う
こ
と
を
「
渡
道
」
と
記
し
、
そ
の
回
数
を
数
え
て
大
正
一
四
年
だ
ろ
う
日
付
の
辺
り
に
「
第
十
一
回
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
迄
に
北
海
道
を
去
っ
て
は
戻
っ
て
お
り
、
道
内
や
京
都
、
大
阪
な
ど
各
地
で
活
動
し
た
様
子
が
記
述
さ
れ
る
。
そ
し
て
彼
自
身
は
ま
ず
単
身
で
移
住
。
お
よ
そ
融
雪
か
ら
降
雪
ま
で
北
海
道
に
滞
在
し
て
、
一
九
一
七
～
二
三
（
大
正
六
～
一
二
）
年
の
約
六
年
間
の
う
ち
大
正
八
年
を
除
い
て
冬
期
は
京
都
に
残
し
た
妻
子
と
暮
ら
し
た
。
家
族
呼
び
寄
せ
（、）
の意士心はあったようだが、それだけでなく彼は京都団体の入植する
大
替
地
原
野
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
市
街
に
寄
留
し
た
り
団
体
と
は
独
自
に
活
動
し
た
様
子
が
知
れ
る
。
そ
の
理
由
に
筆
者
な
ど
は
悩
む
が
よ
く
解
ら
な
い
ま
まである。
ま
た
、
た
と
え
ば
大
正
三
～
九
年
十
勝
来
住
者
は
約
三
万
七
千
人
、
う
ち
京（胆）
都府から一五二人（約○・四％）、大阪府から一八○人（約○・五％）。
そ
も
そ
も
移
住
地
と
両
府
と
の
人
的
結
び
つ
き
は
希
薄
で
あ
り
、
京
都
団
体
移
住
は
そ
の
両
府
出
身
の
数
十
人
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
に
過
ぎ
な
い
。
取
り
上
げ
る
意
味
は
北
海
道
に
と
っ
て
も
十
勝
に
と
っ
て
も
乏
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
団
体
の
活
動
は
当
時
十
勝
来
住
の
開
拓
農
の
一
部
を
な
し
た
者
と
し
て
具
体
的
に
捉
え
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
つ
い
て
は
小
論
は
北
海
道
の
諸
条
件
に
照
ら
し
て
上
田
た
ち
の
移
住
を
記
述
し
た
白
石
に
倣
う
が
、
彼
や
京
都
団
体
の
周
囲
の
様
子
を
よ
り
詳
し
く
す
る
よ
う
努
め
た
い
。
新
た
に
日
誌
も
発
見
さ
れ
、
団
体
が
北
海
道
に
向
か
う
ま
で
の
田
中
村
や
部
落
の
様
子
や
上
田
が
移
住
を
着
想
し
た
経
緯
が
知
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
部
落
民
に
海
外
・
殖
民
地
へ
の
移
住
を
勧
奨
し
た
帝
国
公
道
会
。
そ
の
「
北
海
道
移
住
民
監
督
指
導
者
」
だ
と
機
関
誌
「
社
会
改
善
公
道
」
に
紹
介
さ
れ
る
上
田
だ
が
、
会
と
の
関
係
を
考
察
で
き
る
条
件
が
随
分
と
整
っ
て
も
い
る
。
か
か
る
諸
点
に
注
目
し
て
移
民
団
の
出
発
か
ら
解
体
し
た
だ
ろ
う
大
正
末
年
ま
で
を
跡
づ
け
、
北
海
道
の
地
域
史
に
彼
ら
の
開
拓
移
住
の
着
地
点
を
探
し
た
い
。
上
田
率
い
る
移
民
た
ち
が
田
中
村
を
出
発
す
る
の
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
一
月
、
そ
の
向
か
う
先
は
十
勝
本
別
村
に
区
設
さ
れ
た
大
誉
地
原
野
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
帝
国
公
道
会
と
の
打
ち
合
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
公
道
会
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
板
垣
退
助
や
大
江
卓
、
林
包
明
ら
著
名
人
士
を
集
め
て
創
立
さ
れ
、
中
央
と
地
方
の
連
絡
を
う
た
っ
て
被
差
別
部
落
の
改
善
を
促
し
、
府
県
横断的に活動する団体であった。各地で講演会を催し、機関誌『公
二
北
海
道
へ
の
出
発
ｌ
帝
国
公
道
会
と
上
田
静
－
１
6９
道
・
一
「
社
会
改
善
公
道
」
か
ら
は
北
海
道
や
海
外
・
植
民
地
へ
の
移
住
を
宣
伝
し
た
様
子
が
判
る
。
実
際
に
も
翌
年
道
内
に
嘱
託
調
査
貝
を
派
泄
、
道
庁
と
の
協
議
を
な
し
て
、
翌
年
に
は
四
国
か
ら
移
民
を
斡
旋
し
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
上
田
と
連
絡
し
て
以
後
、
副
会
長
の
大
江
が
田
中
部
落
で
講
演
を
な
し
た
模
様
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
。
「
午
後
七
時
雨
を
侵
し
て
愛
宕
郡
田
中
村
夜
学
校
に
於
け
る
講
演
会
場
に
錫
を
飛
ば
す
。
会
す
る
も
の
鷲
野
本
郡
長
を
初
め
、
郡
視
学
、
警
察
署
長
、
村
長
、
小
学
校
長
等
約
百
五
十
名
、
青
少
年
其
の
九
分
を
占
む
。
…
…
今
や
氏
（
上
田
…
…
筆
者
註
）
は
本
会
の
後
援
に
依
り
、
同
村
部
落
民
に
奨
む
る
に
北
海
道
移
住
の
事
を
以
て
し
、
自
ら
率
先
職
を
退
き
遠
く
彼
の
地
に
渡
り
実
地
を
踏
査
し
、
近
々
相
牽
ひ
て
渡
道
し
移
民
の
成
功
を
見
る
（週）
迄
は
本
地
に
帰
り
来
ら
ず
と
決
心
す
」
と
。
こ
う
し
た
呼
び
か
け
も
あ
っ
て
田
中
付
や
近
在
部
落
か
ら
希
望
者
を
募
っ
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
上
田
へ
の
会
の
「
後
援
」
に
よ
り
移
住
は
実
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
あ
っ
て
彼
は
移
住
を
決
意
し
、
い
か
に
会
は
待
遇
し
た
の
だ
ろ
う
。
帝
国
公
道
会
の
奨
励
の
内
容
と
上
田
の
様
子
か
ら
確
か
め
て
ゆ
き
た
い
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
「
本
会
事
業
の
目
的
」
と
し
て
児
童
教
育
上
の
融
和
や
ト
ラ
ホ
ー
ム
治
療
な
ど
「
六
大
事
業
」
を
掲
げ
る
。
そ
の
一
つ
に
「
海
外
其
他
各
殖
民
地
二
移
住
希
望
者
ヲ
援
助
ス
」
が
あ
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
会
は
部
落
へ
の
移
住
奨
励
を
方
針
化
し
て
い
た
。
こ
と
に
指
導
的
役
割
を
担
う
大
江
は
「
現
代
に
勃
興
発
展
す
る
大
国
民
を
理
想
」
に
し
「
部
落
民
を
新
領
土
及
未
（Ｍ）
開
墾
の
地
方
に
移
住
せ
し
む
る
」
を
推
奨
し
た
ｃ
し
か
し
、
そ
う
し
た
移
住
奨
励
は
他
面
で
は
以
前
か
ら
の
地
域
で
の
移
住
計
画
に
対
応
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
同年に幹事岡本道寿は述べる。滋賀県には「三百戸もありて作るに
田
畑
な
く
稼
ぐ
に
事
業
な
し
」
だ
が
「
非
常
に
勤
労
に
耐
ゆ
る
習
慣
」
の
部
落
が
あ
る
。
ま
た
「
小
桜
部
落
の
如
き
村
長
自
ら
職
を
辞
し
部
落
民
を
引
率
し
北
海
道
に
移
住
し
度
希
望
を
有
す
る
と
の
直
話
」
を
聞
い
た
。
な
の
で
樺
太
庁
（旧）
「
移
住
者
案
内
」
を
広
土
回
し
始
め
た
と
。
地
方
改
良
迎
励
の
下
で
改
蕃
事
業
が
始
動
さ
れ
る
当
時
、
上
述
の
虎
姫
村
小
桜
で
は
村
長
田
中
豊
文
が
こ
れ
を
指
揮
し
た
。
こ
と
に
一
九
○
九
（
明
治
四
二
）
年
湖
北
地
方
を
襲
っ
た
震
災
。
そ
の
義
損
金
を
元
に
「
独
立
の
救
済
」
団
体
を
設
け
て
極
々
の
事
業
に
着
手
、
「
災
（肥）
後
経
徽
」
と
し
て
他
県
へ
の
就
職
櫛
旋
や
北
海
道
移
住
も
勧
奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
県
下
は
他
に
も
移
住
の
計
画
あ
っ
た
が
、
滋
賀
県
は
翌
年
か
ら
部
落
改
善
〈Ⅳ）
に
県
費
補
助
を
講
じ
た
の
が
特
徴
的
だ
っ
た
。
こ
の
由
縁
は
別
に
検
討
を
要
す
る
と
し
て
も
、
お
よ
そ
移
住
奨
励
・
事
業
に
は
地
域
や
部
落
個
々
に
事
情
が
伏
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
帝
国
公
道
会
は
そ
の
総
会
の
出
席
者
は
年
一
年
と
減
じ
た
と
い
（肥）
一
つ
け
れ
ど
も
、
大
江
や
岡
本
ら
の
講
演
や
著
述
は
活
発
で
、
機
関
誌
で
も
北
海
道
の
景
況
や
移
住
事
業
の
様
子
が
報
告
さ
れ
る
。
滋
賀
県
と
相
談
し
移
住
地
も
調
査
し
た
と
い
う
（
「
公
道
」
第
二
巻
八
号
、
一
九
一
五
年
二
月
）
。
こ
の
具
体
案
と
し
て
は
、
部
落
内
外
か
ら
五
戸
～
二
○
戸
を
募
り
、
他
地
方
の
同
種
の
団
体
と
協
同
さ
せ
、
移
住
費
一
戸
二
○
円
の
算
段
で
会
が
補
助
統
一
、
農
業
移
民
二
○
○
戸
を
送
出
し
た
い
。
こ
れ
が
希
望
だ
っ
た
（
「
公
道
」
第
三
巻
一
号
、
一
九
一
六
年
一
月
）
。
ま
た
「
強
者
と
弱
者
」
協
調
を
図
っ
て
か
、
費
用
の
支
弁
困
難
な
者
に
は
会
が
過
半
を
補
助
、
移
民
団
の
う
ち
の
自
作
経
営
者
に
も
負
7０
北海道移住と上、静一
（⑬）
担
さ
せ
、
小
作
農
として移住する案ｊｂ用意する。ただ、補助は難しか
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
「
実
際
に
着
手
」
し
て
「
勧
誘
的
識
演
」
に
嘱
託
を
派
逝
、
四
国
か
ら
四
二
名
を
送
り
出
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
北
海
道
資
本
家
に
旅
費
を
借
り
て
製
材
工
場
で
一
年
間
勤
務
、
先
ず
一
二
（卯）
○
余
円
を
貯
蓄
す
る
見
当
で
の
斡
旋
だ
っ
た
。
道
内
で
は
当
時
一
方
法
で
は
あ
っ
て
も
「
最
も
便
宜
」
と
い
う
説
得
力
は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
田
ら
が
渡
道
の
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
大
正
三
年
岡
本
道
寿
の
京
都
来
訪
を
機
会
に
上
田
は
公
道
会
を
知
っ
た
よ
う
だ
が
、
大
正
五
年
二
月
、
部
落
改
善
の
「
積
極
的
方
面
に
か
か
ら
ん
と
し
部
落
青
年
を
北
海
道
に
活
動
せ
し
め
ん
と
欲
し
官
有
地
払
下
げ
を
帝
国
公
道
会
に
問
い
合
す
」
、
そ
の
書
面
を
近
在
柳
原
町
の
有
力
者
で
講
不
正
事
件
の
処
理
に
尽
（Ⅲ）
（型）
力していた明石民蔵ととｊＤに送っている。大要は次の通り。
私
は
部
落
改
善
に
鵬
わ
り
、
殆
ど
の
部
落
で
改
善
事
業
を
見
る
よ
う
に
も
な
った。しかし十分な成果が得られない。部落民の住む「村其の物」
に
永
年
の
「
随
習
」
が
あ
り
、
職
業
は
「
固
習
的
」
に
限
定
さ
れ
て
、
教
育
そ
の
他
で
は
進
捗
を
望
め
ず
、
現
状
は
「
向
上
発
展
の
気
風
」
を
養
う
こ
と
難
し
い
。
な
の
で
住
民
を
「
広
く
万
般
の
社
会
」
に
出
し
て
様
々
な
事
業
に
従
事
さ
せ
た
い
。
部
落
内
で
は
教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、
外
に
向
け
て
も
業
務
を
求
め
発
展
の
条
件
を
整
え
る
。
こ
の
「
両
道
」
が
要
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
改
善
に
覚
醒
す
る
青
年
も
現
れ
て
い
る
の
で
「
開
拓
移
民
出
稼
事
業
」
に
着
手
さ
せ
た
い
。
だ
が
北
海
道
の
事
備
よ
く
掴
め
ず
、
単
独
部
落
で
は
難
し
い
か
ら
近
在
部
落民の協力も得て資金を集めようとも考える。そこで尋ねよう。①
北海道は有望地か②土地価格や地域の様子の如何③会は助力するか
④政府等と交渉できるか⑤政府は便宜を与えてくれるか。
上
田
は
会
の
趣
旨
に
対
し
「
窃
か
に
共
鳴
致
し
居
候
」
と
告
げ
て
賛
同
す
る
が
、
大
江
の
い
う
大
局
的
な
国
家
膨
張
な
ど
と
は
ま
た
別
の
、
自
身
の
経
験
や
観
察
に
よ
る
関
心
あ
っ
て
事
業
を
企
て
、
協
力
を
引
き
出
そ
う
と
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
出
稼
」
と
い
う
形
容
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
ま
ず
部
落
の
職
業
の
狭
さ
を
脱
し
て
の
経
済
基
盤
の
獲
得
、
生
活
難
の
打
開
が
目
的
に
あり、さらに教育実践とも連続するだろう「劣等なる性格」の陶冶、
新
天
地
で
の
生
活
改
善
が
期
待
さ
れ
た
と
読
め
る
。
部
落
で
の
活
動
と
分
離
せ
ず
に
移
住
が
榊
想
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
は
な
い
か
。
ま
た
注
目
し
た
い
の
が
「
大
正
元
年
来
北
海
道
官
有
地
挑
下
げ
の
官
報
公
報
等
を
見
受
け
候
」
と
記
す
こ
と
で
あ
る
。
同
年
日
誌
を
開
く
と
次
の
記
事
を
目
に
す
る
。
「
近
頃
青
年
間
に
海
外
移
住
の
思
想
ぼ
つ
然
と
し
て
起
り
余
に
渡
航
の
手
続
方
法
を
尋
ね
〈醐）
此
れ
が
先
発
者
と
な
り
監
督
引
率
の
任
に
当
た
れ
と
辿
り
米
れ
り
」
と
。
上田が夜学に取り組み発展を遂げ、さらに青年会を設けてからの
様
子
を
み
て
み
る
と
、
部
落
の
青
年
た
ち
は
助
け
合
い
、
周
囲
の
人
び
と
の
力
に
も
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る
夜
学
生
は
「
盲
目
の
母
と
二
人
暮
し
に
し
て
赤
貧
洗
ふ
が
如
く
」
。
し
か
し
「
細
き
腕
二
働
き
に
て
（
一
日
二
十三銭を得）」親子二人の家計を担っており、その彼が負傷、「青年
補
習
生
一
同
」
は
薬
代
と
見
舞
い
金
を
送
っ
た
と
い
う
。
ま
た
「
身
寄
な
き
孤
『ｑ『可
独
の
も
の
ニ
テ
極
貧
者
（
五
十
八
九
の
女
）
二
病
気
二
か
か
り
困
難
名
状
す
べ
か
ら
ざ
る
者
」
に
青
年
会
は
「
救
助
」
を
試
み
た
と
。
そ
の
彼
ら
は
、
機
会
あ
7１
ら
ば
災
害
な
ど
見
知
ら
ぬ
人
た
ち
へ
の
義
損
の
送
り
手
た
ろ
う
と
す
る
姿
さ
え
（型）
見
せ
て
お
り
、
あ
る
い
は
上
田
と
縁
あ
り
、
子
弟
の
進
学
費
を
負
担
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
修
道
女
の
居
る
市
街
附
近
に
火
の
手
を
目
撃
、
二
○
名
ば
か
り
が
部
落
（弱）
か
ら
二
キ
ロ
余
り
の
場
所
に
か
け
寄
せ
た
様
子
が
記
さ
れ
る
。
だ
が
、
明
治
四
（郷）
五年に「部落の存亡そのものが危倶」される識の不正事件が発生。
そ
れ
に
依
存
す
る
夜
学
も
経
営
難
に
直
面
す
る
。
ま
さ
に
、
そ
の
当
時
に
青
年
に
「
海
外
移
住
の
思
想
」
起
こ
り
迫
っ
た
と
上
田
は
記
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
身
近
な
青
年
た
ち
や
家
族
を
、
ま
ず
率
い
て
向
か
お
う
と
案
じ
た
の
が
北
海
道
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
以
後
の
上
田
は
夜
学
の
経
営
再
建
に
奔
走
。
彼
の
活
動
の
中
心
は
教
育
に
あ
っ
て
部
落
の
連
衡
や
村
政
に
影
響
力
あ
る
立
場
に
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
問
い
合
わ
せ
書
で
は
部
落
の
職
業
へ
と
視
野
を
広
げ
な
が
ら
、
青
年
の
活
動
を
期
し
て
生
活
難
を
打
開
せ
ん
と
す
る
当
面
の
方
策
が
移
住
だ
っ
た
と
読
め
る
。
こ
の
問
い
合
わ
せ
脅
を
上
田
は
送
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が公道会の反応と以後の経過は次のようであった。
と
い
う
の
も
大
江
は
上
述
の
計
画
案
を
記
す
だ
ろ
う
「
手
引
」
と
移
民
団
の
指
導
監
督
に
関
す
る
「
規
定
」
を
も
っ
て
返
事
に
し
、
三
月
に
部
落
の
指
導
者
ら
を
集
め
て
の
「
関
西
同
志
懇
談
会
」
で
詳
し
く
相
談
し
よ
う
と
伝
え
た
。
残
念
に
も
懇
談
会
の
子
細
は
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
上
田
が
提
案
し
た
「
部
落
民
の
共
同
職
業
を
起
す
必
要
な
き
か
」
の
件
、
そ
の
内
容
に
は
移
住
事
業
を
含
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
群
議
未
了
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
北
海
道
へ
の
視
察
の
出
発
時
だ
ろ
う
、
ふ
り
返
っ
て
彼
は
記
し
て
い
る
。
「
余
は
社
会
改
善
の
一
方
法
と
し
て
海
外
移
民
を
主
張
せ
り
。
反
対
論
者
（
反
対
は
な
か
り
し
公
道
会
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
一
一
月
頃
、
嘱
託
都
築
達
馬
な
る
者
を
道
内
に
派
遣
し
て
い
た
。
滋
賀
県
下
部
落
の
希
望
も
あ
っ
て
北
見
石
狩
天
臘
を
調
査
し
、
彼
は
「
北
海
に
新
迎
命
を
拓
け
」
を
雑
誌
に
発
表
。
そ
れ
は
北
海
道
の
景
況
や
発
展
の
様
子
、
部
落
出
身
者
の
成
功
識
な
ど
を
伝
え
て
い
た
。
翌
年
一
月
に
彼
は
道
庁
と
の
交
渉
に
よ
り
「
本
年
は
同
道
へ
の
移
住
民
八
千
余
に
達
せ
る
盛
況
に
て
、
移
住
特
定
地
少
き
」
が
、
「
本
年
に
限
り
二
十
戸
以
下
な
ら
ば
必
ず
希
望
を
実
現
」
し
よ
う
と
の
「
内
諾
」
を
得
た
と
い
う
。
さ
ら
に
「
来
年
よ
り
は
多
数
の
移
住
者
を
容
る
、
の
予
定
行
動
」
を
と
ろ
う
と
し
、
大
江
ら
の
縁
だ
ろ
う
か
高
知
県
出
身
士
別
在
住
の
資
本
家
に
相
談
。
移
住
者
の
受
け
入
れ
を
約
し
た
と
い
う
。
公
道
会
は
三
・
四
月
の
移
住
期
に
事
業
蒜
手
を
希
望
し
て
、
二
月
に
都
築
が
「
関
西
四
国
地
方
」
へ
と
移
民
勧
誘
に
向
か
う
。
直
接
に
土地貸付けを受ける者二○戸（直接移住）の外に八○名（間接移住）
が
至
難
と
し
て
反
対
せ
ら
れ
た
り
）
あ
り
し
も
、
余
は
如
何
に
も
し
て
之
れ
が
（”）
実
現
を
計
ら
ん
と
し
遂
に
北
海
道
移
民
に
着
手
せ
し
な
り
」
。
様
々
に
意
見
さ
れ
「
白
熱
化
」
し
た
が
、
「
理
想
と
し
て
良
策
な
る
も
不
可
能
事
」
だ
と
懇
談
会
は
結
論
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
実
現
さ
せ
た
か
っ
た
の
だ
、
と
。
移
住
に
は
上
田
に
細
民
救
済
の
動
機
が
あ
り
、
大
江
ら
が
「
提
案
に
賛
」
し
て
も
具
体
的
な
条
件
は
見
え
て
こ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
帝
国
公
道
会
と
上
田
の
動
き
を
い
ま
少
し
追
っ
て
み
た
い
。
三
北
海
道
視
察
と
移
住
の
勧
誘
7２
北海道移住とIzlll締
（躯）
を
募
集
し
、
こ
の
後
者
を
資
本
家
の
材
木
工
場
へ
と
斡
旋
す
る
た
め
彼
は
出
張
し
て
高
知
、
徳
島
両
県
で
活
動
。
五
月
に
「
移
住
民
を
引
連
れ
融
雪
最
中
の
北
海
道
に
出
張
し
、
移
住
民
の
保
護
又
は
管
理
指
導
」
し
て
帰
郷
し
た
と
伝
え
ら
（”）
れる。八脚郷には大江が直接道庁と打合せをなしたともいう。
一
方
、
上
田
は
二
月
に
問
い
合
わ
せ
書
を
公
道
会
に
送
り
、
翌
月
の
「
関
西
同
志
懇
談
会
」
で
大
江
ら
と
協
議
。
四
月
彼
の
不
在
中
に
都
築
の
来
訪
を
受
け
た
と
記
す
。
こ
の
頃
に
移
住
の
相
談
が
会
と
具
体
的
に
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
川
は
貸
付
地
の
立
木
を
光
る
先
の
材
木
商
と
の
交
渉
な
ど
述
絡
も
受
け
た
。
そ
し
て
一
○
月
三
○
日
京
都
を
出
発
。
東
京
で
公
道
会
に
立
ち
寄
り
、
大
江
の
道
庁
へ
の
「
添
諜
」
を
得
て
都
築
と
共
に
北
海
道
視
察
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
彼
は
二
回
視
察
を
な
し
て
い
る
。
当
時
の
道
内
や
移
住
地
の
様
子
を
ど
う
捉
え
た
の
だ
ろ
う
。
「北海道視察第一回渡道」。この時上田は「北海道移民開墾事業」
と
し
て
移
住
を
捉
え
て
お
り
、
列
車
を
乗
り
継
ぎ
、
車
窓
に
映
る
各
地
の
農
地
の
様
子
や
「
土
地
狭
騰
」
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
青
函
述
絡
船
で
函
館
に
上
陸
し
て
の
所
感
を
記
す
。
か
つ
て
北
海
道
は
「
鬼
界
が
島
に
入
る
か
の
如
き
恩
ひ
を
な
し
て
渡
る
人
も
少
な
か
し
」
と
聞
く
。
「
無
尽
の
富
は
あ
た
ら
無
為
に放伽」された。だが、明治より「開拓の実非常に進捗」しており、
「
今
日
余
此
の
地
に
渡
ら
ん
と
す
る
の
は
何
よ
り
幸
福
」
と
。
そ
し
て
、
小
樽
港
の
船
舶
や
鉄
道
の
巡
行
を
眺
め
て
述
べ
る
。
「
横
浜
神
戸
を
凌
燗
せ
ん
と
す
る
勢
を
示
め
し
居
れ
り
。
以
て
北
海
道
生
産
力
の
如
何
を
察
せ
ら
る
。
実
に
活
況
を
帯
び
届
れ
り
。
戦
時
（
欧
州
大
戦
乱
）
の
好
景
況
を
受
け
居
る
も
の
な
ら
んも全道各駅貨物の満載せる実に驚くばかりなり」。札幌の大都会
ぶり、炭鉱山の様子。山々の「美観」や「大農的の農具」。「田舎の
人
も
市
街
の
人
も
頑
丈
の
人
多
く
…
…
あ
い
ら
し
き
乙
女
多
」
い
こ
と
を
記
し
た
。
当
時
の
新
聞
は
道
内
産
業
の
総
生
産
額
が
一
五
年
前
の
三
倍
半
以
上
に
達
した景況を伝えている（「北海タイムス」一九一六年一二月三一日）。
こ
の
間
に
彼
は
「
添
普
」
を
持
っ
て
道
庁
に
出
頭
し
「
団
体
移
住
の
希
望
」
や
主
旨
を
述
べ
、
土
地
貸
付
の
出
願
を
な
し
た
と
い
う
。
一二月二一日「第二回渡道」。彼は前回と「一変し全く冬蛾色」
の
北
海
道
の
様
子
を
描
写
し
た
。
札
幌
で
の
「
寒
威
」
は
「
実
に
す
さ
ま
じ
き
者
」
だ
っ
た
。
だ
が
、
人
び
と
は
外
出
し
、
結
氷
し
た
河
川
に
は
一
ト
ン
近
く
そ
り
の
荷
を
積
む
馬
が
往
来
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
色
々
な
雪
靴
や
橇
な
ど
も
知
る
。
こ
の
数
日
の
間
道
内
は
「
猛
烈
な
暴
風
雪
廿
年
来
未
だ
見
ぬ
大
荒
れ
」
言
北
海タイムス」一九一六年一二月一一一○日）に見舞われ「北海道冬季の状
雛
真
に
味
ふ
こ
と
を
得
た
」
と
記
す
。
そ
し
て
道
庁
か
ら
渡
さ
れ
た
地
図
を
擁
え
十
勝
本
別
村
へ
と
赴
い
た
。
鉄
道
を
乗
り
継
ぎ
大
瀞
地
駅
に
至
り
、
明
朝
に
案
内
者
を
頼
ん
で
雪
中
を
行
進
し
て
ゆ
く
、
既
に
市
街
の
附
近
は
開
墾
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
三
キ
ロ
程
さ
ら
に
丘
陵
を
登
り
、
「
大
森
林
」
を
分
け
入
る
。
そ
こ
に
上
田
た
ち
移
民
団
の
貸
付
地
は
位
腿
し
て
い
た
。
「
樹
地
の
原
野
に
て
我
が
土
地
は
…
…
起
伏
多
き
平
原
」
、
南
北
約
四
キ
ロ
、
東
西
○
・
五
～
一
・
五
キ
ロ
一
二
戸
分
一
六
五
町
歩
の
広
さ
で
、
北
西
に
の
び
る
帯
状
の
区
画
。
「活火山の阿岳寒」が眺望できる。その原野に立ち、「つく、今後の
事
を
思
ひ
浮
べ
て
」
所
感
を
記
し
て
い
る
。
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「寒威猛烈にして口髭につらら下り足指手指切るが如く……零下
二
十
度
の
此
の
寒
地
、
交
通
不
便
な
る
此
の
土
地
、
遠
く
繁
栄
の
地
を
去
る
此
の
山
奥
、
食
す
る
に
物
な
き
此
の
原
野
、
道
は
遠
く
六
百
里
、
内
地
敗
残
の
民
を
移
し
て
よ
く
我
が
目
的
を
達
し
得
る
や
否
や
、
多
数
の
移
住
者
は
余
一
人
を
万
人
の
力
と
頼
み
居
る
鵠
な
り
、
而
し
て
余
資
全
あ
る
に
あ
ら
ず
徒
手
空
け
ん
、
恩
ひ
立
ち
し
は
立
ち
し
も
の
、
此
の
荒
野
を
開
き
て
余
が
理
想
を
よ
く
此
の
地
に
実
現
し
得
る
や
否
や
、
武
正
く
困
難
百
出
す
る
は
今
よ
り
明
白
な
り
」
。
だ
が、「限りある身の力」をためしたい。「益々蒋闘の決心を堅く」し、
大
樹
に
名
前
を
刻
ん
で
秤
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
附
近
の
農
家
に
「
開
墾
上
の
話
」
な
ど
尋
ね
、
札
幌
で
木
材
商
と
交
渉
、
売
却
契
約
を
な
し
て
帰
洛
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
調
査
と
逵
巡
を
経
て
上
田
は
大
誉
地
原
野
へ
の
「
移
民
開
墾
事
業
」
の
意
志
を
固
め
た
こ
と
、
北
海
道
の
活
況
さ
や
自
然
条
件
、
人
び
と
の
生
活
ぶ
り
を
観
察
し
て
新
天
地
へ
の
期
待
と
決
断
の
あ
っ
た
様
子
が
知
れ
る
の
で
あ
る
》
部
落
櫛
年
に
「
海
外
移
住
の
思
想
」
起
こ
り
相
談
さ
れ
た
と
肥
し
て
か
ら
約
五
年
が
経
過
し
、
上
川
は
三
三
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
て
、
こ
の
貸
付
地
は
彼
が
出
願
し
た
と
は
い
え
、
第
二
回
視
察
前
に
「
止
地
払
い
下
け
の
決
定
」
が
あ
り
、
二
一
戸
分
「
大
洋
叩
地
原
野
百
六
拾
五
町
歩
予
定
存
悩
」
は
公
道
会
と
道
庁
と
の
交
渉
で
「
内
諾
」
さ
れ
た
二
○
戸
分
に
該
当
し
た
様
子
が
あ
る
。
近
げ
の
川
識
す
る
殖
民
区
画
で
も
何
故
こ
こ
に
決
ま
っ
た
か
知
れ
な
い
が
、
な
ぜ
「
交
通
不
便
な
る
」
土
地
が
選
ば
れ
て
ゆ
く
の
か
は
、
道
内
の
「
移
住
特
定
地
少
き
」
事
情
に
照
ら
し
て
考
え
た
い
点
で
、
そ
れ
は
後
述
し
よ
う
。
た
だ
、
当
時
一
般
的
な
土
地
処
分
の
方
法
に
則
し
た
よ
う
で
あ
り
、
団体移住者に特に準備される貸付地Ⅱ予定存置地の借り受けには三
（弧）
月末日迄に現地に入地するとともに戸数の充足を要しただろう。
（加）
こ
れ
を
彼
は
後
年
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
火
に
部
民
の
蒋
起
を
促
し
川
中
村
を
初
め
柳
原
町
に
野
口
村
に
移
住
を
勧
告
し
て
三
十
余
戸
の
希
望
背
を
得
た
り
」
と
。
大
江
は
川
中
村
や
柳
原
町
で
講
減
を
な
し
、
上
川
は
現
地
の
様
子
を
人
び
と
に
報
告
、
近
在
の
部
落
に
も
勧
誘
し
た
だ
ろ
う
。
だ
が
「
然
る
に
大
正
六
年
一
月
愈
々
出
発
せ
ん
と
せ
ば
一
戸
減
り
二
戸
減
り
遂
に
六
戸
に
な
り
た
り
」
。
希
望
者
に
鋤
摘
あ
っ
た
の
か
、
第
二
回
視
察
前
の
一
二
月
一
九
Ⅱ
、
旧
中
村
の
「
北
海
道
移
住
民
に
関
す
る
緊
急
問
題
」
が
発
生
し
た
と
さ
れ
、
大
江
が
京
都
に
向
か
い
、
上
川
と
面
談
し
て
帰
っ
た
と
い
う
二
公
道
」
第
四
巻
一
号、一九一七年一月）二そこで、上田が視察中に道庁に提出しただろ
う
名
簿
を
見
る
と
、
田
中
村
九
戸
と
そ
の
近
在
の
柳
原
町
二
ｍ
・
野
口
村
一
戸
、
彼
と
郷
里
河
内
の
兄
ら
が
三
戸
。
さ
ら
に
公
道
会
の
斡
旋
で
尚
知
・
徳
島
か
ら
北
見
に
移
住
し
て
い
た
人
び
と
七
万
緋
一
一
一
ｍ
の
参
加
が
予
定
さ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
ｃ
入
江
ら
と
の
柑
談
で
加
え
る
こ
と
に
決
め
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
さ
ら
に
川
発
時
に
は
、
川
中
村
の
う
ち
六
戸
の
人
び
と
は
変
わ
ら
な
い
と
は
い
え
数
戸
が
減
っ
た
ら
し
く
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
止
む
を
え
ざ
り
き
由
来
部
落
民
は
今
日
ま
で
外
部
と
交
際
少
か
り
し
為
め
か
他
所
に
出
づ
る
を
忌
む
の
風
あ
り
依
て
小
子
は
大
阪
府
岐
阜
県
よ
り
農
夫
を
染
め
二
十
二
川
の
団
体
風
と
し
て
何
年
一
月
Ⅱ
八
日
京
都
を
川
発
せ
り
」
と
。
こ
の
よ
う
に
後
に
上
田
は
説
明
す
る
の
だ
が
、
と
も
あ
れ
、
青
年
会
員
や
上
〈型）
田の縁者ら家族を彼はまず率いて移住を実行したと老這えられる。菫目
7４
北海jmi移(|:と12111脈
年会・村内有志、親類縁者らに見送られて二八日に京都を出発。東
京
に
立
ち
寄
り
公
道
会
の
大
江
に
も
面
談
し
て
、
二
月
一
日
函
館
に
上
陸
す
る
。
団
員
は
融
雪
期
を
待
ち
、
澗
水
の
製
渋
工
場
で
約
五
○
日
間
労
働
に
従
事
し
た
後
の
三
月
、
大
群
地
原
野
に
入
地
し
た
。
そ
し
て
以
上
の
様
子
か
ら
知
れ
る
の
は
京
都
団
体
が
自
作
農
目
的
の
開
拓
農
と
し
て
移
住
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
北
海
道
で
は
五
～
’
○
町
歩
の
土
地
が
各
戸
に
賃
付
ら
れ
、
五
ヶ
年
以
内
に
八
割
以
上
開
墾
す
れ
ば
無
償
付
与
さ
れ
る
。
こ
れ
に
剛
結
（
団
体
）
移
住
を
な
し
「
徒
手
空
け
ん
」
で
挑
も
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
北
海
道
移
民
の
政
莱
や
概
況
を
考
え
て
み
た
い
。
明
治
二
○
～
大
正
一
○
年
の
間
に
北
海
道
は
移
住
者
約
一
九
四
万
五
千
人
を
収
容
し
て
い
る
。
こ
の
半
数
近
く
が
農
業
移
民
で
あ
り
（
明
治
二
○
～
大
正
一
一
年
の
平
均
約
四
七
％
「
主
力
を
担
っ
た
の
は
明
治
二
○
年
代
以
降
府
県
の
腿
氏
屑
分
解
で
析
出
さ
れ
る
零
細
腱
・
小
作
農
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
政
府
ｌ
道
庁
は
官
費
を
給
与
し
て
の
士
族
移
民
や
屯
田
兵
、
囚
徒
の
強
制
労
働
な
ど
過
去
の
直
接
的
な
労
力
招
致
（
直
接
保
護
）
か
ら
一
般
農
家
の
来
往
に
応
じ
て
衝
本
家
に
よ
る
誘
引
や
、
あ
る
い
は
移
民
の
自
助
本
位
の
移
民
招
致
へ
と
方
針
を
変
え
、
土
地
制
度
の
充
実
や
道
路
港
湾
の
修
築
な
ど
移
民
に
と
っ
て
間
接
的
な
条
件
整
備
（
間
接
保
護
）
を
専
ら
と
し
て
い
た
。
こ
の
所
調
「
自
由
移
民
」
に
は
渡
航
賃
割
引
や
土
地
の
貸
付
な
ど
あ
れ
、
別
段
の
補
助
は
講
じ
ら
れ
ず
に
い
た
四
北
海
道
へ
の
移
民
と
救
済
行
政
が
、
移
住
の
資
金
を
自
ら
用
意
し
た
農
業
移
民
に
よ
っ
て
北
海
道
農
村
の
大
部
分
が
開
拓
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
移
住
の
方
法
は
団
体
移
住
や
小
作
農
場
へ
の
応
募
な
ど
で
あ
り
、
開
拓
に
は
有
資
力
者
が
期
待
さ
れ
た
が
、
一
般
的
には府県農家は近郷同士で団体を組織。でなくばまずは農具や耕馬、
渡
航
費
や
小
屋
掛
料
の
支
給
な
ど
条
件
の
有
利
な
小
作
を
目
的
に
し
て
、
多
く
は
先
住
の
親
類
縁
者
を
頼
っ
て
連
鎖
的
に
移
住
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
府
県
の
貧
農
や
失
業
者
は
団
体
の
扶
助
に
よ
り
単
独
の
資
力
を
補
い
、
あ
る
い
は
親
類
縁
者
か
ら
移
住
当
初
の
寄
剤
先
を
得
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
移
民
の
多
出
は
一
定
の
府
県
郡
村
に
偏
っ
た
こ
と
や
移
民
の
誘
引
・
送
出
に
は
地
縁
や
血
縁
あ
る
先
移
住
者
の
存
在
し
た
こ
と
、
地
域
の
経
済
状
態
な
ど
諸
条
件
が
伏
在
し
た
と
い
わ
れ
る
ｃ
そ
れ
ら
移
民
に
は
部
落
か
ら
の
人
び
と
も
一
部
に
含
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
地
域
で
排
斥
ざ
れ
明
治
半
ば
に
は
貧
し
さ
の
著
し
い
部
落
に
と
っ
て
み
れ
ば
条
件
に
有
利
さ
を
見
る
の
は
難
し
い
。
上
田
た
ち
の
活
動
と
も
重
な
る
明
治
末
・
大
正
半
ば
、
北
海
道
で
は
年
六
～
八
万
人
の
移
民
を
数
え
て
移
住
は
大
正
八
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
ゆ
く
。
当
時
道
庁
は
一
般
的
に
土
地
の
制
度
や
営
農
指
導
な
ど
開
拓
農
の
便
宜
を
図
り
、
農
業
移
民
に
「
保
護
」
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
、
大
正
六
年
に
は
医
縦
や
教
育
を
補
助
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
ゆ
く
が
、
な
お
移
民
に
補
助
金
な
（郷）
ど
支
給
せ
ず
に
い
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
だ
が
明
治
求
年
。
そ
う
し
て
府
県
の
移
民
を
州
来
し
開
拓
を
進
め
る
道
庁
と
は
ひ
と
ま
ず
別
の
関
心
か
ら
政
府
Ｉ
内
務
省
は
移
住
を
奨
励
し
た
様
子
が
知
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
日
露
戦
後
の
地
方
改
良
連
動
期
に
あ
っ
7５
て
は
、
地
域
の
貧
窮
民
に
対
し
て
近
隣
や
家
族
の
相
扶
を
、
当
人
に
は
勤
倹
貯
蓄
や
自
助
を
促
し
、
「
国
家
の
良
民
」
た
る
よ
う
生
業
を
与
え
自
活
せ
さ
る
こ
とが勧奨されていた。救貧の国費負担を縮減、たとえば災害による
窮
民
に
も
つ
と
め
て
金
品
な
ど
直
接
の
給
与
は
控
え
て
公
共
事
業
に
予
算
を
投
（鈍）
じ、貧困の予防策Ⅱ「自営の途」を講じる。この救済行政の方針は、
内
務
省
地
方
局
府
県
課
長
井
上
友
一
の
発
言
に
よ
く
知
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
○
五
（
明
治
三
八
）
年
冷
害
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
東
北
地
方
。
その「知事は救済して呉れといったか内務省では一文も出すことは
出来ない、併なから飢鐘の為に弱った貧民を使って殖民させるとか、
馬
鈴
薯
を
作
る
と
か
、
耕
地
整
理
を
や
る
と
か
、
荒
地
を
開
墾
す
る
と
か
、
と
い
ふ
こ
と
な
ら
は
其
事
業
の
為
に
安
い
利
子
て
金
を
貸
し
て
や
ら
う
、
又
補
助
ママ
〈調）
も
し
や
一
つ
と
い
ふ
の
て
、
金
を
出
し
た
か
、
一
厘
も
救
助
費
は
や
り
ま
せ
ぬ
」
と
。
内
務
省
の
当
面
の
関
心
は
府
県
の
諸
矛
盾
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
人
び
と
を
労
働
に
就
か
せ
自
力
で
衣
食
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
で
は
冷
酷
と
も
い
え
る
が
、
か
か
る
救
済
の
方
針
の
下
で
奨
励
さ
れ
る
一
策
に
北
海
道
移
住
が
あ
り
、
一
九
○
八
～
一
九
一
一
（
明
治
四
一
～
四
四
）
年
山
梨
県
の
約
六
五
○
戸
、
四
四
年
群
馬
・
栃
木
・
福
島
・
秋
田
県
ら
約
八
○
○
戸
と
い
う
水
害
罹
災
民
の
移
住
は
義
損
金
な
ど
集
め
、
国
費
補
（髄）
肋
を
な
し
道
庁
や
各
県
庁
が
特
に
差
配
し
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
と
に
山
梨
県
移
（師）
民
は
当
時
の
「
移
民
政
策
の
根
本
方
針
に
反
す
る
」
「
保
護
移
民
」
の
特
例
と
し
て
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
十
津
川
移
民
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
内
務
省
は
そ
の
「
成
績
良
好
な
ら
ば
…
…
内
地
の
窮
民
を
北
海
道
に
送る《蝿」との立場をとり、明治四四年地方官会議で「北海道移住
奨
励
に
関
す
る
件
」
に
つ
き
以
下
を
指
示
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
北
海
道
は
諸
制
度
を
整
備
し
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
周
知
し
、
移
住
者
の
申
し
出
に
は
地
方
庁
が
道
庁
と
交
渉
し
て
「
成
る
べ
く
其
の
希
望
を
満
た
し
地
区
を
予
定
し
保
護
を
加
ふ
る
等
」
配
慮
さ
れ
た
い
。
「
尚
細
民
部
落
に
於
け
る
生
計
困
難
の
も
の
又
は
各
地
に
於
て
感
化
救
済
の
諸
団
体
に
収
容
し
つ
、
あ
る
も
の
に
し
て
労
力
に
堪
へ
得
べ
き
も
の
に
在
て
は
是
亦
全
道
に
移
住
せ
し
め
生
業
の
途
を
得
せ
し
む
る
こ
と
も
其
の
方
法
を
得
た
る
も
の
と
認
む
る
を
以
て
併
せ
て
此
点
に
就
て
は
相
当
考
慮
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
別
紙
山
梨
移
民
団
体
移
住
の
慨
（羽）
要
参
考
に
供
す
」
と
。
つ
ま
り
、
罹
災
民
移
住
「
保
護
」
の
例
を
部
落
の
貧
困
者
や
救
済
に
関
わ
る
団
体
の
収
容
者
に
も
敷
桁
し
、
公
益
に
か
な
う
開
拓
・
農
業
へ
と
授
産
策
を
講
じ
よ
う
と
い
う
。
一
九
二
○
年
代
に
は
移
民
補
助
は
内
務
省
社
会
局
の
施
策
と
なり人口・食料、失業問題解決を課題にしてブラジル・北海道へと焦
（釦）
点
づ
け
ら
れ
整
備
さ
れ
よ
》
７
と
す
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
井
上
ら
内
務
官
僚
や
ブ
レ
ー
ン
の
防
貧
の
構
想
に
は
一
策
と
し
て
移
植
民
を
含
み
、
北
海
道
へ
の
奨
励
も
図
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
部
落
に
奨
励
の
旨
は
翌
年
細
民
部
落
改
善
協
（似）
識〈毒の席上でも井上から地方当局や部落の指導者らに伝』えられた。
た
だ
、
部
落
移
住
の
主
張
や
試
み
自
体
は
か
か
る
行
政
に
先
行
し
、
地
域
や
部
落
に
斉
一
で
な
い
事
情
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
移
住
事
業
と
い
う
場
合
の
当
面
の
内
容
は
宣
伝
勧
奨
に
加
え
て
補
助
金
の
支
給
、
土
地
貸
付
け
の
便
宜
を
指
摘
で
き
る
が
、
知
れ
る
限
り
で
は
跡
は
少
な
い
。
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ま
ず
奈
良
県
で
は
十
津
川
移
民
以
来
、
北
海
道
に
「
最
も
多
く
移
住
者
を
出
（狸）
す
は
吉
野
郡
」
、
山
間
部
の
多
出
が
知
れ
る
。
明
治
三
○
年
代
移
民
の
母
村
は
補助金を交付し、就中、石狩北部・天塩周辺に向かうのが特徴的で、
（“）
な
お
大
正
期
に
も
移
民
を
送
る
卓
越
性
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
か
か
る
移
民
か
ら
の
因
縁
あ
る
県
だ
と
い
う
が
、
部
落
改
善
で
の
移
住
が
始
ま
る
の
も
同
郡
で
あ
り
。
第
一
陣
が
大
正
二
年
十
勝
（
移
住
当
時
は
釧
路
に
属
す
る
）
の
足
寄
村
に
移
住
。
「
耕
作
地
ノ
不
足
ト
ー
股
地
主
ノ
同
情
薄
キ
カ
為
メ
小
作
人
ノ
希
（“）
切
奎
ヲ
満
ス
能
ハ
」
ぬ
と
い
う
理
由
か
ら
奨
励
さ
れ
、
県
の
交
渉
で
優
先
的
に
貸
（幅）
付
地
を
得
た
と
い
う
。
以
後
も
概
ね
吉
野
・
宇
陀
郡
の
部
落
か
ら
移
住
が
行
わ
れ
る
が
、
添
上
郡
で
の
奨
励
も
あ
り
大
正
一
○
年
に
移
住
総
数
一
○
九
戸
を
数
（価）
這えるという。
ま
た
、
滋
賀
県
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
一
般
的
に
県
下
で
は
湖
東
平
野
部
の
犬
上
郡
か
ら
布
珪
・
北
米
へ
の
出
稼
移
民
の
盛
ん
な
の
に
対
し
、
北
海
道
へ
の
農
業
移
民
は
低
調
。
湖
北
の
東
浅
井
郡
や
甲
賀
〈幻）
郡山間部に多出村が散見されるにとどまるよ》７である。部落改善に
つ
い
て
は
一
九
○
八
（
明
治
四
二
年
「
特
種
部
落
改
善
二
関
ス
ル
意
見
書
」
の
県
会
採
択
の
後
、
主
な
部
落
で
事
業
の
開
始
を
見
て
大
正
三
年
～
一
二
年
に
北
（畑）
海
道
移
民
五
一
戸
を
送
出
し
た
と
い
一
つ
。
県
費
補
助
の
対
象
に
移
住
が
加
わ
る
の
が
特
徴
的
で
、
大
正
四
年
半
額
給
付
が
明
文
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
先
五
部
落
か
ら
の
移
民
と
感
化
救
済
事
業
駆
と
な
っ
た
の
が
「
勤
労
に
耐
ゆ
る
」
部
落
と
公
道
会
の
岡
本
道
寿
の
聞
い
た
日
枝
材
大
町
。
そ
こ
か
ら
の
四
戸
で
あ
り
、
大
正
三
年
家
庭
学
校
分
校
附
属
農
場
の
小
作
と
し
て
北
見
の
上
湧
別
村
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
分
校
は
地
方
改
良
運
動
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
部
落
問
題
と
も
関
わ
り
浅
く
な
い
留
岡
幸
助
が
内
務
省
嘱
託
を
辞
し
、
農
業
を
導
入
し
た
教
育
・
感
化
救
済
事
業
と
新
農
村
建
（鯛）
設
を
追
求
し
て
開
校
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
こ
の
二
県
は
大
正
末
年
ま
で
に
部
落
改
善
事
業
と
し
て
北
海
道
移
住
の
実
施
が
知
れ
る
が
、
現
時
点
で
他
府
県
に
（釦）
事
業
の
記
録
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
尤
も
、
部
落
か
ら
の
北
海
道
移
住
は
他
（副）
に
も
あ
り
、
た
と
え
ば
高
知
県
に
は
若
干
の
報
生
ロ
が
見
ら
れ
、
上
述
両
県
に
も
他
に
も
移
住
者
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
業
の
跡
は
限
ら
れ
る
。
個
別
〈認）
町
村
や
部
落
が
移
住
者
を
鍛
出
す
る
背
景
は
別
途
に
検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
帝
国
公
道
会
の
奨
励
・
事
業
と
し
て
は
京
都
・
大
阪
か
ら
上
田
た
ち
が
、
徳
島
・
高
知
の
部
落
か
ら
は
四
二
名
が
移
住
を
実
行
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
以
（鋪）
外の移民に公道へ雪が直接に関わった様子はいま見当たらない。
と
こ
ろ
で
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
部
落
の
人
び
と
も
参
加
し
て
の
米
騒
動
発
生
を
聞
い
て
上
田
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
施
与
的
救
済
は
惰
民
を
生
ず
宜
し
く
海
外
に
出
し
て
心
機
一
転
彼
等
の
発
展
を
計
る
く
し
彼
等
独
特
の
労
力
をして広き天地に発揮せしむくし自動的自発的向上発展にあらざれ
ば
真
の
改
善
あ
ら
ず
」
。
な
の
で
移
住
を
実
行
し
た
の
だ
、
と
。
彼
は
公
的
制
度
に
よ
る
救
済
よ
り
ま
ず
身
近
な
者
達
の
助
け
合
い
や
自
助
を
重
ん
じ
る
見
地
から、「細民救済」Ⅱ「其の改善」の場としての「殖民地」を海外や
（別）
北
海
道
に
期
待
し
た
と
読
め
る
。
そ
し
て
上
田
が
部
落
の
様
々
な
生
活
場
面
に
7７
立
ち
入
っ
て
、
被
差
別
・
貧
困
の
条
件
下
で
稼
ぎ
手
で
あ
る
子
弟
に
就
学
を
促
し
、
背
年
た
ち
の
活
動
に
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
田
中
村
で
の
彼
や
妾
の
如
き
公
私
に
わ
た
る
営
為
を
明
治
末
年
頃
よ
り
紹
介
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
ｍ
の
己
の
日
の
貝
Ⅱ
後
年
の
隣
保
事
業
。
明
治
末
年
に
は
「
大
学
航
民
」
と
も
言
わ
れ
た
）
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
内
務
省
主
催
の
感
化
・
救
済
事
業
識
習
会
に
参
加
経
験
も
あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
明
治
末
・
大
正
初
年
当
時
は
悠
化
救
済
と
部
落
改
善
は
な
お
未
分
化
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
部
落
改
善
の
政
府
予
算
が
設
け
ら
れ
る
の
は
大
正
九
年
度
か
ら
である。
な
ら
ば
政
府
の
推
奨
し
た
「
感
化
救
済
の
諸
団
体
」
の
移
住
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
内
務
省
周
辺
や
慈
善
活
動
家
に
注
目
さ
れ
た
の
が
孤
児
・
育
児
院
の
移
住
・
開
墾
の
実
践
で
あ
る
。
こ
と
に
石
井
十
次
ら
岡
山
孤
児
院
の
宮
崎
県
茶
臼
原
へ
の
移
住
・
開
墾
は
明
治
四
四
年
当
時
に
「
失
業
者
を
移
住
せ
し
む
る
の
気
運
」
に
沿
う
先
例
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
救
世
凧
に
よ
る
移
民
事
業
に
も
比
定
し
て
（弱）
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
内
務
省
は
団
体
の
活
動
を
促
そ
う
し
｜
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
も
各
々
経
緯
あ
っ
て
北
海
道
移
住
も
試
み
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
次
の
取
り
組
み
が
知
れ
る
。
ま
ず
群
馬
県
の
上
毛
孤
児
院
は
既
に
明
治
四
一
年
に
新
手
し
て
陸
（調）
別
村
に
農
場
用
地
を
取
得
、
大
正
四
年
当
時
二
七
名
が
開
墾
に
従
事
。
ま
た
筒
崎
育
児
院
は
大
正
二
年
に
天
塩
村
に
用
地
を
得
て
一
三
年
の
時
点
で
院
生
六
名
（調）
が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
岐
阜
県
日
本
育
児
院
は
明
治
四
三
年
人
舞
村
に
分
（詔）
院
を
設
け
て
職
員
と
孤
児
八
名
が
移
住
、
大
正
三
年
当
時
入
所
孤
児
数
二
一
名
が
あ
る
、
そ
し
て
大
阪
府
博
愛
社
は
創
立
者
小
橋
勝
之
肋
が
育
児
事
業
に
着
手
一九一七（大正六）年一月末日京都を出発。団貝家族「三○余名」
は
ま
ず
清
水
の
製
渋
工
場
で
働
き
、
本
別
村
大
誉
地
へ
は
三
月
に
鉄
道
を
利
川
し
て
市
街
に
到
着
、
上
田
の
手
配
し
た
「
空
き
小
屋
、
青
年
会
館
」
に
宿
泊
し
、
先
に
男
子
が
原
野
に
出
向
い
て
小
屋
掛
け
を
な
し
て
四
月
二
五
日
に
全
員
が
移
し
て
以
来
の
「
三
十
年
来
の
懸
案
」
と
し
て
計
画
。
遺
志
を
引
き
継
ぐ
社
長
が
杯
三
「
視
察
研
究
調
査
せ
し
結
果
」
、
大
正
一
○
年
似
湾
村
に
一
○
戸
の
出
身
（的）
者
を
送
り
出
し
た
と
い
う
。
家
庭
学
校
分
校
も
団
体
の
一
つ
と
い
、
え
る
が
大
正
一
一
年
に
生
徒
数
三
七
名
、
附
属
農
場
は
小
作
農
家
の
大
正
三
～
昭
和
三
年
紫
（㈹）
計
が
九
二
戸
と
さ
れ
る
。
府
県
篤
志
家
が
農
場
を
設
け
て
の
免
囚
保
護
や
道
内
（⑪）
孤
児
院
か
ら
の
開
墾
も
た
め
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
救
済
諸
団
体
の
開
拓
移
住
は
個
々
の
成
果
は
と
も
あ
れ
、
大
き
な
動
き
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
、
か
か
る
団
体
や
人
び
と
が
移
住
を
試
み
る
如
き
救
済
事
業
の
水
準
の
社
会
に
上
田
や
部
落
青
年
た
ち
は
生
き
、
生
活
難
打
開
を
目
指
し
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
部
落
改
善
事
業
に
よ
る
移
民
に
注
目
し
直
す
な
ら
、
大
正
期
に
な
っ
て
な
お
、
奈
良
・
滋
賀
県
の
若
干
の
例
で
は
県
郡
村
の
補
助
や
鯨
志
家
の
寄
附
な
ど
Ⅲ
い
て
も
国
澱
補
助
を
識
じ
た
跡
は
な
い
。
上
川
た
ち
に
は
府
や
郡
村
の
補
助
と
て
い
ま
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
に
彼
ら
が
道
内
で
ど
う
し
た
の
か
を
考
え
た
い
の
だ
が
、
移
住
当
時
の
十
勝
や
大
替
地
周
辺
の
状
況
か
ら
概
観
し
て
お
こ
う
・
六
大
正
期
十
勝
へ
の
移
民
と
京
都
団
体
周
辺
の
概
況
7８
北海道移Ⅱ:と｣1111iiii-
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
入
地
後
も
し
ば
し
ば
附
近
の
伐
材
搬
出
な
ど
「
出
面
と
り
」
（
期
間
労
働
）
に
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
大
正
六
年
北
海
道
へ
は
移
民
が
「
招
か
ず
し
て
来
る
」
と
新
聞
も
報
じ
て
お
り
、
当
時
の
貸
付
地
は
稀
少
化
し
て
高
所
・
癖
薄
地
に
も
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
周
囲
の様子を見てゆこう（第一図）。
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第一図大誉地の京都団体周辺（大正９年）’大一にる団
註）地形[則は陸地測最部「明治大正Ｈ木江ﾉj分の-.地図染成」古地図lilr発会、 正四開。体
1983年より「陸別」 五万拓当の
年四が該移
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的
に
高
台
地
は
地
味
劣
り
が
ち
と
さ
れ
、
明
治
四
○
年
代
以
降
に
過
燐
酸
の
利
（“）
用
で
耕
地
化
が
進
展
す
る
の
に
対
し
、
当
時
の
開
拓
農
家
の
多
く
は
伐
木
後
の
土地の地力に依存した粗放的経営を専らとしたことが知られている。
道
庁
の
配
付
す
る
大
正
五
年
版
「
北
海
道
移
住
手
引
草
」
も
道
内
で
は
「
大
抵
開
墾
の
初
年
よ
り
少
く
と
も
三
年
か
五
年
の
間
は
肥
料
を
用
ゐ
ず
し
て
収
穫
し
得
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
道
内
農
業
の
経
験
乏
し
い
移
民
が
永
く
定
着
す
る
には条件有利といえないかもしれない。だが、一．殖民公報．｜や「官
報
」
に
掲
出
の
広
告
（
大
正
六
年
以
降
）
で
は
大
誉
地
は
「
全
部
貸
付
地
予
定
（御）
存
悩
済
」
と
記
さ
れ
、
同
時
期
の
他
の
特
定
地
も
多
く
処
分
済
み
の
様
子
が
知
れ
る
。
大
戦
の
好
景
気
の
下
で
碗
豆
な
ど
農
産
物
の
値
も
暴
騰
し
て
道
内
に
は
移
民
が
急
増
。
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
は
明
治
四
四
～
大
正
五
年
度
ま
で
そ
の
「
平
均
四
割
四
分
の
受
貸
付
者
を
有
す
る
の
み
」
と
い
う
道
庁
の
調
査
を
紹
介
し
、
「
農
業
目
的
の
移
民
の
四
割
以
上
は
特
定
地
を
受
く
る
能
は
ず
流
々
転
々
（閲）
し
居
る
」
の
は
問
題
だ
と
伝
這
え
て
い
た
。
ま
た
道
長
官
俵
孫
一
は
「
将
来
の
移
民
に
対
し
て
は
…
…
先
住
の
放
棄
し
た
土
地
も
之
を
利
用
す
る
覚
悟
を
持
っ
て
（師）
マ
マ
賀
ひ
度
い
」
と
述
べ
る
。
「
普
通
の
移
民
で
は
容
易
に
予
定
存
地
と
し
て
賀
ふ
訳
に
行
か
な
い
…
…
種
々
の
名
義
を
付
け
て
道
庁
に
通
の
よ
い
よ
う
に
し
て
土
（師〉
地
の
貸
付
を
受
る
」
必
要
が
あ
る
と
も
一
言
わ
れ
た
。
そ
う
し
て
道
内
新
開
地
の
十
勝
で
も
後
発
の
移
民
と
し
て
特
定
地
の
斡
旋
を
受
け
、
自
作
農
目
的
で
の
開
墾
を
試
み
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
京
都
団
体
だ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
同
原
野
に
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
三
月
佐
賀
・
静
岡
県
人
ら
と
と
も
に
約
八
○
戸
が
入
植
し
て
お
り
、
各
団
体
は
道
庁
の
調
査
に
対
し
て
「生計困難と本道農業経営の有望なるを属目」したことや「郷里に
於
て
海
繍
に
遭
遇
し
家
財
田
畑
を
流
出
」
し
た
な
ど
の
「
移
住
の
動
機
」
を
答
（船）
え
て
い
る
。
大
誉
地
全
体
に
は
明
治
三
七
年
徳
島
、
大
正
二
年
千
葉
か
ら
移
住
が
あ
り
、
’
九
一
三
～
一
九
四
五
（
大
正
二
～
昭
和
二
○
〉
年
に
三
六
五
件
の
土
地
貸
付
・
苑
払
の
記
録
が
残
る
。
出
身
地
の
知
れ
る
二
四
四
件
を
み
れ
ば
道
内
五
八
、
東
北
六
県
四
八
、
関
東
五
県
一
五
、
北
陸
四
県
一
八
、
中
部
一
県
三
一
、
近
畿
四
県
一
八
、
中
国
一
県
一
、
四
国
二
県
一
二
、
九
州
二
県
四
四
、
朝
鮮
二
。
新
生
活
と
経
済
機
会
を
求
め
て
人
々
の
到
来
す
る
土
地
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
大
播
地
は
十
勝
と
釧
路
、
中
川
郡
本
別
村
と
足
寄
郡
陸
別
村
・
利
別
村
の
境
界
に
位
置
し
て
人
口
も
確
と
は
知
れ
な
い
。
た
だ
、
隣
接
す
る
足
寄
外
三
村
（
足
寄
・
陸
別
・
利
別
村
）
の
明
治
四
一
一
年
に
三
七
二
戸
一
二
四
四
人
、
（脚）
大
正
五
年
に
九
六
五
戸
四
○
七
五
人
が
参
考
に
な
る
。
大
脊
地
市
街
も
大
正
一
○
年
に
一
○
五
戸
五
六
七
人
を
数
え
て
お
り
、
こ
の
噌
加
は
鉄
道
の
影
響
が
大
（”）
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
移
民
に
は
「
地
理
的
条
件
が
悪
か
っ
た
」
の
が
足
寄
郡
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
明
治
四
○
年
石
狩
十
勝
国
境
に
狩
勝
峠
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。
札
幌
・
旭
川
・
帯
広
・
釧
路
が
結
ば
れ
、
さ
ら
に
網
走
線
に
よ
り
明
治
四
三
年
に
池
田
か
ら
北
見
、
翌
年
に
網
走
ま
で
通
じ
て
ゆ
く
（
第
二
図
）
。
そ
う
し
て
大
正
二
年
大
誉
地
停
車
場
が
開
設
さ
れ
て
京
都
団
体
も
利
用
し
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
日
誌
で
は
上
田
は
単
身
同
地
を
午
前
に
発
っ
て
四
日
目
の
午
前
に
京
都
に
到
着
。
こ
れ
は
船
旅
な
ど
高
知
県
か
ら
一
ヶ
月
を
要
し
た
明
治
一
○
年
代
や
、
四
○
年
代
で
も
駅
か
ら
三
日
間
徒
歩
し
て
入
地
し
た
と
い
う
移
民
の
事
例
（汀）
と
は
姿
を
異
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
般
的
に
移
民
団
も
小
集
団
に
な
り
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北海道移住と｣ﾕ111静
景況にも敏だったことが指摘され、北海道が府県に近くなろうとし
ていたと捉えることできよう。そうして「繁栄の地を去る……山奥」
の陸別周辺は鉄道開通とともに立木の切り出しや造材が活発化。大
誉地から一駅隣の陸別市街は大正七～一二年に「盛況の絶頂」木工
席鵬駒，供
鋲
ロ
ユ
■
第二図北海道鉄道路線図(大正５年５月29日小樽新聞鉄道一千狸記念号より）
出典）保志悴「輔一次大戦後の拓殖農業怖勢」「北海道農業研究」第15号、1958年、に加舗
場や商店など四百数十戸の街区を成してゆく。
ただ京都団体の区画は大誉地原野でも奥まった場所に位置して、
少なくとも約一里半（約六キロ）は駅から隔てられ、高台地で三○
（犯）
○メートルの崖を登る。だが同時期の特定地には平野部では市街・
駅から「約一○里」離れる場合があり、また、たとえば上田と知り
合う上足寄の農家（松井倉次郎宅）から駅まで「七里」、昭和期の移
（耐）
民も最寄駅市街から「五里二十町歩仕候」との事例を見る。後年の
調査に知れる大正期の部落改善事業による他の事例と比べると小市
（河）
街や駅からは必ずしも遠くないようである。大誉地停車場では麺報
が利用でき、大正七年三月市街には郵便局も開設されて上田は「京
都日出新聞」など四、五日後に入手することはできた。なお子ども
たちの教育は、大正六年七月に上大誉地特別教授場が京都団体から
沢を挟んで二～四キロほどのところ、隣接する静岡団体の近くに設
けられ、「民家の笹小屋を借り……学童十六人を対象に授業をはじ
（だ）
めた」という。このような当時十勝の大誉地原野に一風都団体は移住
したのだが、では、そこにどのような人々が参加し、その運営や帝
国公道会との関係はどうあったのか、それを次に考えてみたい。
述べたように大誉地や隣接する陸別周辺は林業・造材業が活況で
大戦下の好景気に移住者を集めていた。そしてここに団体を率いる
七
京
都
団
体
の
構
成
と
帝
国
公
道
会
8１
8２
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団体基ノ進メニ依り椣ロノ補欠jlトシテ入地ｼ届リタルモ道庁ノ許可ヲ
受ケス入地シ居りダル鮒果入地検盃ノ際|列体側ヨリ除名セラレ巳ヲ得ス
111体茂カニ厄介二成り何人ノ土地耕作ノ手伝ヲ勘シ采しり
願地ハ前記ノリ１１１キ職放アル土地
二{#再三Ⅲ卿シタルモ未公示ノ
故ヲ以テ蝋1r却下今Ｉ｡告示二成
りタルヲ以テllIMiシタリ入地
起柔ス尚求移住者ﾊ願地貯可ヲ
得次飾移住ｼﾉｷﾆ起蕊児込
北海道移(kと上ⅡJ静一
第一表京都団体(大誉地）・「第二団体｣(幌呂)関係者の土地出願時の状況（判明分）
庵 |錘■
8３
五rj1ﾘ世
動産
何ラ印【傭ナシ
約百円也所持セリト
七拾IT1山所持セリ
米ロ１１ヲ仕送
成功ヲナス
兄ハー年分位ノ
ルヘキニ付然し､ニ
ヘシト申来レリト
J1１．１１１山所持セリ
Ii-1･II1Lヲ所持ス
三四十}U所持セリト妻ノ
親元ハ尺別ナルヲ以テ阿一
ﾉ場合ハ同家ヨリ仕送り貝
ル答ナリト
､'十|ﾘ也資金ハ必饗二依
り内地親Hfヨリ送金ｦﾘｷﾙ、
答
三十Iﾘ所持セリ
五十}Ⅱ1也
百}ﾘ山郵便貯金アリ
百五十円也撫帝セリ
ri五六十円也所持セリ
六十{Ⅱ也所持セリ
参百}ﾘ山所持セリ
Hi金五百円
調査Ｈ 移住年 if付１１Ⅱ1,地 原騰地氏名
年
齢 if付予定反別
慨､〔
侈住前
ノ喰篭
秒(１１
家族
'繩([’
東Mｉ 労力 食料 農具 馬匹
1917年
(大正６）
1917年
(大正６）
11月
】920年
(大正９）
３ｌｌ６ＩＩ
1917 村火排他
大阪Ｍ１南i｡Ｉ
内駆東催付
|識欝’
上lH静一 Ｈ
後□良太郎３(）
11.7Ｈ１砿１１(牧蔵）
允払
､1.9町
5人〃］
繩川
…i鮴
,二ケ月分 一切アリ
-．甑
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
二頭
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
大阪1W耐inI
IAl卵jl(條村 矢田賞太郎 ２７ 7.7H「 |鰯糊会社員I ５人 』ルＩ １リラ貯へナシ 普通ノモノアリ
大阪府堺T１ｉ 久井jW次郎 ３６ 8.9HＪ ｢I米'１､充商Iﾙﾋii醗党要） ５ ナシ
ﾘj１
文’ 何ラ貯へナシ
普通ノモノア
リ
大阪府南ipl
IAl郡千早村 fDb蔵 3３ 7.2N』
製米戦工Ⅲ'風騰■’｜’ ９ノ、 Ｉル１ (リラ脇へナシ 普通ノモノアリ
京都Mf愛rｉ
鰍ｍ１ＩＩ付 南□浅吉 3８ 9.9R「 '1(夫('１ｔ夫）
』、 ３人 列ｌ女Ｉ １リラ貯へナシ
戴鋤一通リア
リ
〕i(都府鍵府
邸、中村 庁□佐助 2(ｉｌｌＯ・OBJ
I:l：
(l二水 １ 12人 ％1 1,… 鍬鋤ヲｲiスルノミ
J1(郁府愛府
Ni、中村 機□岡澁 318.9町
I:I：
ｉＭｓ ９ ナシ
ｿ１３
ｋＩ
１１６黍、馬齢照半
年ヲ行ス
普通ノモノア
リ
人□仁三鰯
＊１ `1319.5町
鯨蔵
(平伝粟） ５ ナシ 路’ 何ラ貯へナシ
)締6府愛宕
郡Ｈ１'１J付 IUl□幾次郎 8.7町
人ﾉ｣1値夫
(農 ６ １人
ﾘ)２
次２ 何ラ貯へナシ
鍬鋤－．１uリア
リ
京lIWf愛岩井ニロ儀右
邪１１l中村，衛門 3９ 9.8ＩＩＪ
人〃車夫
()|〔夫柔〉 ６ `1人
剛1
次Ｉ 何ラ貯へナシ
鍛働類一通り
アリ
京都府愛宕…|… ｑｗ９》 5.0日Ｉ ｣工妓古物商(上木業） '３ ナシ D)１○次’ 何ラ貯へナシ jR釦ｂノミ ヲｲiスル
岐阜県IllMi（
祁葛原村 IIlE蕪次 2６ 木挽 ３ ７人
ｿ)Ｉ
女１ Mリニ貯へナシ
馬耕其１１《ナシ
其他］｢I｢ス
竣!i１県１１１県
脇谷合村 '１，匡銀松 10.0N「 風菜 ８ ナシ
1113
文’
来年収穫1W迄ア
リ 蹴鋤アリ
岐阜県lllII1
邸谷合村 小Ｃ梅吉 10.0N「 風蕊 ６ １人
ｌｌ２
女２ 翌年分充分 鍬勧類アリ
岐阜梨IlI県
邸谷合付 小□長治郎 3２ 5.0町 風雅
２ ナシ 男１次Ｉ
ナシ別二米柑
辮魁松カヨリ仕
進i〕其ル糠
ナシ
岐阜県山M１
節谷合村 '１､□籏松 '1６ l1qopJ 風ｌｋ ７ ナシ
外３
次I
本年手伝ヒタル
ヲ以テ倉治郎ヨ
リ手配一年分仕
送り受クル兇込
鍬鋤丈アリ
田ifUTrｲｵ蹄
酊二：
8４
産動不
価時
円
地
百
ＬＬＬ札
｝日二口Ｍ
屋
十
東
Ⅱ
っ人浄鴫一節全一
野己知牙
有所円恰
有所円百
所有地貸付地及
小作地ノ有無 移住原閃及j([Ｉ的
移住後ノ経歴H現在生活ノ状態並二'1,作者ニアリテハ小作地櫛jt地二１１名
'１，１１冒朋i，１．１h噸ノ動機並二実地調査ノ有無並二概況 出願地ノ事業経営方法
大誉地五町歩貸付地成功
済 農
瀞'1:後厳榔同体且トシテ幾分ノ土地ヲff付セラレシモ何分五町歩ニテハ
カノj立クズ依テ本地ヲ出願セルモノナリ生活_ヒニヒヒハガリ灸ナシ勝示
ニヨリ111鰯視察セス
ilｷ可ノ上人地開繋
三回出inスルモ却下サル
出願中ノモノナシ 農漿1]的ニテilrjn
IMI;地二於テョ好氏ノ小作良二従事現在二至ル作付ﾌﾞLIHJJi反歩、IＩ1限ナ
シ本村`|'流下ノ生i舌ヲナシ平均戸数割六等中ノー等ヲtML1シIilルリ
小作契約ヲ解除セラレタル為告
ポト共二実地調査ヲナシ出願シ
タルモノナリ地味普j､急傾斜地
ニテ楢|腱タモ等ノ木アリ
ナシ 本道二於テ農業二従ﾘﾄﾞセントスルニアリ
称ｌｌ１Ｍ体長上[Ⅱ静一ノ'１､作ヲナシ届ルモー年ニシテⅢ二未馳地ノ'1,作ヲ
ナシヲ以テＩ引己所有地ヲ開墾シタシ生活状態下|:1己所ﾈ｢地ノＭ側ヲ欲
スル折柄告示ヲ見叉支庁ヨリノ通知ニ依り111願セリ実地ハコアルロルヒ
地ナリ級傾斜地ナリ
I:|作|M鰹
ナシ 特Bljli〔因ナシ農離[l的ニテ漉逝
渡逝ih二現住地二至り小□孝蔵ノ小作十町歩ヲナシ別iE二宝ル、平均y［
聯11,人三等、ｉｌｉ示ニヨリＨ１瀬、現住地ヨリ亜ル\'千冊余立木Ni百五十本
位、大仔地七線三四二光払十町歩ヲ受ケタルニ成功後病気ノタメit償ヲ
1kｼ小。丈遥二調渡セリ
放牧地ハ牧桐ヲ随シ、九町金ノ
1A'二１０J位畑地トナス予定ナリ三
年ｽﾘ玉五年成功兇込
北海道二於ケル所有地貸
付地売払売払地ノ地目反
別
秘u１年Ｉｌｐ並二[Ｉ的
及原因
移住後ノ経歴及現在生活ノ状態川［B顕ノ動機
実地調査ノ年月日並二方法 縫懲ノ既要
ナシ 大服上平[､Ⅱ1七Ⅱ艮繋目的ヲnテ移住
移｛上後[l閥ク時記ノ経歴ナシノ団長上H】勝一の勧誘ニヨルノ大112上年六
Ｈｆ八日実地視察 本人自身経営
ナシ 大正七年四)】十六1】風目的ニテ移住
１J茂ク特記ノコトナシノ団長上田瀞一ノ勧誘ニヨルル大正七年六)1十八
Ｈ実地調在 自身経常
ナシ 大'11七年三)]二十三Ⅱ農Ｍ１ニテ移化ス
１
１
１
１
塊ク時ii2ノ経歴ナシ／親麟上田研長ノ勧誘ニヨル大jli七112六)}二十
陞地調在セリ 自身経営
ナシ
犬Ⅱ;ﾋｲﾄﾞ三jllｿLI]閥
航二上陸胤粥ロ仙郷Ⅲ
二於テ411澗不jll感
秘IjZ機ハ現住Mムニ於テロ臘杯ヲ為シ屑し'ル松□術次郎ヨリ周臓ヲ受ケ
l11Miシダ'ル大正七年六月十二ﾛﾀﾄ四名ト共二奥地ili在シタリ 目ラ経懲
ナシ 大正七H1:三Ⅱ－１．大ＩⅡi1lＭ的ニテ儲U：
特紀ノ経歴ナシ/1il長上Ⅲ静一ノ勧誘ニヨルノ大正七年六)'に＋Ⅱ災地
11M洗 自身経常
ナシ klli七I:三jIl卜[畷幣目的ヲnテ移化セリ
本jii二移１１:スルヤ大誉地二於テ他家二雁ハレ農家ノ手伝ヲナシＩＤＩルモノ
ナ'〃木地ノ元払地トシテ新聞紙二公示セラレタルヲ知り本鳳艇lルタ
ルモノナ'ル大正上年六，十八日実地調盗ヲ逆ケタリ
本願許可ノ上ハ本人闇ラ入地シ
|綱トー従ﾘリスルモノナリ
ナシ 大正セイ'三Ⅱ1ト【]鼠業月的ヲnテ秘(kセリ
本j､二移住スルヤ上足寄二於テ他家二属ハレ農業/手伝ヲナシ層ルモノ
ナ'ル本地ノ充払地トシテ公示セラレタルヲ所1M紙二見テ本願提(１１シダ
ルモノナ'ル大正上年六月十八Ｂ実地調盃ヲ逆ケタリ
本願ii↑可/上ハ本人目ラ入地シ
側熟二従IlIスルモノナリ
ナシ 大正七胤三ルi↑[1良）に｢Ｉ的ヲ以テ移Ⅱ:セリ
本Mi二移住スルヤ上足寄二於テ他家二尼ハレ農業ノ手伝ヲナシ層ルモノ
ナリ本地ノ苑払地トシテ公示セラレタルヲ新聞紙ニ依り知り本願llMll
シタルモノナリ/大正七年六月十八旧実地調掻ヲ逆ケタリ
本願許可ノヒハ本人目ラ入地シ
ｌ１ｉｌｌＷ衡二当ルモノナリ
ナシ 大Ｉﾋﾟﾋ年三jIlIH良難ロ的ヲ以テ秘IIZセリ
本Mi二移住スルヤ｣二足寄二船テ他家二埴ハレ農業ノ手伝ヲナシ層ルモノ
ナリ本地ノ元払地トシテ公示セラレタルヲ新ＩＨＩ紙二依りH1リ卒顛捉１１１
|シタルモノナリ大正七年六月十八日実地調在ヲ遂ケタリ
本願許可ノ上ハ本人ロラ入地シ
剛駆ノ衝二当ルモノナリ
ナシ 騨鯏誌iii!|瀞弓灘ﾗ蝿ｆ雰蕩驚諏鍔蕊蕊鬮雛騰；
リ ルモノナ'川大正七年六月十八日実地調査ヲ逆ケタリ
本願許可ノ上ハ本人目ラ入地シ
側墾ノ衝二当ルモノナリ
ナシ 大jE七年三月Ⅱ{]農業1]１Ｍリヲ似テ移住セリ
本道二移住スルヤ上足寄二於テ野□村金太郎ノ宅へ照ハレ農業ノ手伝ヲ
ナシ勝ルモノナ'ル本地ノ党払地トシテ新聞紙二公示セラレタルヲIHIキ
本Iin提１１１シタルモノナ'〃大正七年六月十八日実地調在ヲ進ケタリ
本願許可ノ上ハ本人目ラ入地シ
Ｍ塾二礎111スルモノナリ
ナシ
大jl;七年三)】多Ｗｆ－－ｌ］
農雛Ｕ的ヲ以テ移(ﾋﾋ
リ
本j､二移住スルヤ｣二足寄二於テ農業ノ手伝ヲナシ勝ルモノナiルホ地ノ
光払地トシテ公示セラレタルヲ間キ本願提111シタルモノナ'ル大1K七fIi
六)'十八|]奥地調従ヲ逆ケタリ
本Ilniiｷ可ノ上ハ本人目ラ入地シ
|#畷ノiii二当ルモノナリ
大j１兆年三１１+ｿL[ＩｉＩｉ
館二上陸農漿nｌｂ
移(l;後現住地二於テl]IiH様ヲ為
/本ｲ|:六月十二日奥地調査シダ
'屑し小松亡術次H''二ＩＮＩキlⅡ駅シタリ I]ラ経懲ス
大jlミヒ年ﾖﾉｨ十ﾉL[|雨
１１i二上陸農業ロ的
秘it後現住地二於テロ屈稼ヲナシ居し'ル松亡倉次郎ノ周旋ニ依り111駅
ﾉ本年六月十二日ﾀﾄﾛ名ト共二実地調査 目ラ経撒ス
北ilil近移(1：と121Ⅱ1聯一
難|鰯渤肌Wr地氏捌 馬匹 動産
１
１
脚
ｋ
ｌ
「
「
1922年
〈大正10）
３月25Ｈ
ﾙ('111｛l宇治|村．腱ili
lM醍刷材，＊２｣:士幌 IOpI 風 ナシ|現金二百円４
二１１男女５1923年(大正12）５月IOH ,Mwlili腱懸 綴簾利村｡鴎:２ 現二百五十円農具食料二眉P鵬二頭三百円農１０町
Ｉ |■西足寄|付 〕;(llBIlf宇治|村．鴎!；脈醍醐村＊２ ３２男，ヌー‐１１不詳 7.5町 艮巣 現金二百円５
｜|￣ F１２９】男女０１鵬醗|入二'二9M＊ljZfI1926年(大正】5）２月l5H 19171隙別付 9町｜風発 馬二頭六百円、現金二百Ｆ
年
齢 蕊現在同居家族’M嚇地’氏名 資力
繍艫篇|青二綻蹴 9.0町'1木
一一
8.5iHI’風
本年1U１月初メ渡道二Iオキ未夕耕鰯ハ鬮入スルニ韮ラサルモ風卿
所ｲiスス開墾資金トシテ金参百円ハ現金ニテ所有ｽ
ﾄﾞﾄU;ナシ農具ハー式附入IWlH資金トシテ現金三百五拾円美里別脚
□村栄三二頂ケ入レアリ
秘ＩｔＩｌ茂ク耕馬ハ求夕購入セス農』↓一式購入資金トシテ金三百五
ス
勁如一馴如
”
｜
両岐Iil県武儀’祁乾Ⅱ｜野二材ｉｌ助
廟iWi7尾鰄1918年(大正７）
８月l7p
１
１
男
女8.`1町脇3７
鰄武鵬武二簸助 畷28.3町貝蕊 ｜女１
１列26.1111恩寵 女3
7.9町｜鹿乗４
１
１
男
女 不動産動産農具食料等ナシ馬一頭ヲ打ス資本金三百円1０
雌１１１MA武儀脇乾ｌｌｌ松｡iii次郎
癬孟１m三1；7７
移住後｢I茂ク耕馬ハ未タ購入セサルモ息）し一式購入資金トシテニ
ス3７
１
１
男
女1mこ*iｌｉ 打金参百円3`Ｉ
lMi1iuI(武儀
邸乾付
１
１
脚
女武Ｃｌi次郎 農繁 税金弐百円7,3町3７
…|露,， 竣IiqIlL武儀邸乾付 １１男女後ElIl太郎 7.3ＩＵＪｌ展購３ 謝金弐百円2８
|雛）
６月l9Ul
雌!i１１M;武儀
ＩＭＩ乾村
１
１
例
文野口村FIL 農業’５ 荷金参百円7.5町3０
峡lil県武儀
ＩＮＩ乾村
３
１
側
女松□iRIHli 7.6町 風雅 税金参百円6３
雌UiUIAIh県
駆ul原付 :||…側'……Ⅶ
訂厚訂戸
一Fz;扇FTJIi函砺雨７両;１，戸
:|不……'城跡……Ⅲ
大□光治 風於4418.2町
HkIi1県武儀
邸乾付 古□一郎 艮蕊2417.2町
Mui11M;武儀
M1乾村
男３
女１不詳 松□文六 6716.8町 良難
IUiIil県武儀
lIil乾村
２
４
男●女不詳 江□jkiIi 387.3町 展藁
註…師輔文li:によ')ＩＨＩ従IIP式が典なる場合もつとＭ)て轆ｌｉＬ、ｉＨＷＦ卿に無記入の簡所は謂梱とした⑪また「Iそ111締一日雌」にlIdIuのある_上ⅡIの親頬と移住地の知人を
除き氏潴の蒐文7gIIを伏した。＊誘牙は1,リ・人物である．
出典）「北ihjⅢIEIｲi米IF】地処分法完結文杏』（北海jUm:丈啓lNMl〔）よI)作成。
8５
上
田
は
、
移
住
前
に
田
中
村
の
教
育
識
の
負
債
問
題
を
収
拾
。
と
も
か
く
も
夜
学
村
営
化
を
果
た
し
て
お
り
、
紛
擾
に
際
し
て
の
論
理
は
巧
み
で
事
務
や
交
渉
に
長
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
誌
に
は
「
資
金
あ
る
に
あ
ら
ず
」
「
懐
中
欠
乏
余
金
百
円
に
充
た
ず
」
と
記
し
て
お
り
、
団
体
の
巡
営
に
悩
ん
だ
様
子
が
窺
え
る
。
四
月
に
団
員
は
附
近
の
「
材
木
揚
場
」
で
労
働
を
な
す
こ
と
に
し
、
上
田
は
「
内
地
」
に
戻
り
金
策
を
図
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
幸
い
に
も
「
田
中
村
有
志
よ
り
金
六
百
円
を
調
達
し
て
出
金
な
し
く
れ
た
り
、
余
其
の
芳
志
を
喜
び
借
用
」
す
る
こ
と
で
き
、
大
祥
地
に
帰
っ
て
道
庁
の
技
手
か
ら
調
在
を
受
け
た
こ
と
を
組
し
て
お
り
、
そ
の
際
の
調
諜
な
ど
か
ら
上
川
た
ち
の
人
地
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
団
体
の
構
成
や
迎
徴
に
つ
い
て
解
説
し
な
い
の
で
、
こ
れ
を
当
面
の
手
が
か
り
に
検
討
し
て
み
た
い
（
第
一
表
）
。
そ
も
そ
も
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
上
田
の
視
察
時
に
「
京
都
団
体
」
と
し
て
予
定
存
悩
さ
れ
た
肴
が
二
二
ｍ
〈
単
身
肴
を
含
む
が
、
以
下
で
は
戸
と
数
え
る
）
。
だ
が
、
そ
の
陣
容
を
み
る
と
実
際
に
移
住
し
て
貸
付
を
受
け
た
者
は
限
ら
れ
る
。
同
年
末
当
時
に
川
中
村
か
ら
六
戸
、
彼
と
兄
弟
を
含
む
大
阪
の
縁
者
が
四
戸
、
京
都
の
近
在
の
者
が
二
ｍ
、
さ
ら
に
現
地
で
補
欠
貝
に
な
る
岐
阜
県
移
民
四
戸
の
計
一
五
戸
。
「
部
落
」
か
ら
は
大
正
九
年
当
時
に
百
十
余
名
中
七
戸
三
二
名
と
い
う
か
ら
意
外
に
少
な
い
。
曲
折
あ
っ
て
減
少
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
結
果
的
に
異
な
る
経
歴
の
混
情
す
る
団
体
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
主
に
、
①
上
川
と
「
師
弟
ノ
関
係
」
あ
る
青
年
団
口
家
族
を
中
心
に
す
る
川
中
村
川
身
者
で
、
車
夫
や
土
木
な
ど
に
従
事
し
た
人
び
と
。
②
上
田
と
兄
、
異
父
弟
ら
山
間
農
村
の
二
三
男で、都市に出て商業や教育に従事した人びと。③移民の多い農村
か
ら
移
住
し
、
土
地
借
り
受
け
の
機
会
を
探
し
て
い
た
人
び
と
、
で
構
成
さ
れ
（兀）
る
（
表
一
）
。
貸
付
地
が
稀
少
化
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
ま
ず
は
附
近
の
上
足
マ
マ
寄
や
ト
マ
ム
に
先
に
移
住
し
た
親
戚
な
ど
に
寄
留
し
「
遇
然
」
欠
員
に
応
募
し
た
の
が
岐
阜
・
三
重
県
の
農
家
だ
っ
た
。
つ
ま
り
京
都
団
体
は
上
田
を
含
め
て
ま
ず
二
戸
で
移
住
し
た
だ
ろ
う
。
ま
た
道
内
に
「
十
三
年
暮
せ
し
」
経
験
が
あ
り
、
「
農
業
事
情
」
に
通
じ
た
者
も
京
都
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
都
市
労
働
者
の
京
都
団
体
は
独
特
な
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
を
上
川
も
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
～
一
○
町
歩
の
土
地
を
借
受
け
、
周
囲
の
立
木
を
伐
採
し
、
五
月
「
川
瓜
全
部
専
心
側
懇
蒋
き
附
け
に
新
手
」
。
そ
し
て
初
年
に
「
各
人
一
町
歩
程
宛
開
墾
を
成
し
た
り
、
粗
成
な
が
ら
畑
が
拾
四
、
五
町
歩
出
来
た
り
」
と
記
す
。
と
も
か
く
も
入
地
後
耕
作
（万）
の
手
配
は
順
調
に
進
ん
だ
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。
所
持
金
は
一
概
に
多
少
を
言
え
な
い
。
飛
者
の
知
る
若
干
の
部
落
改
善
に
よ
る
例
で
は
人
地
時
の
綱
叫
で
大
正
六
年
螺
湾
村
へ
の
奈
良
県
移
民
が
各
戸
八
○
～
一
七
○
円
、
大
正
七
年
音
（犯）
更
村
へ
の
滋
賀
県
移
民
は
二
四
○
円
を
所
持
し
た
と
記
さ
れ
る
。
京
都
団
体
は
上
川
を
除
い
て
数
十
円
か
ら
百
数
十
円
だ
っ
た
。
郷
里
家
族
の
仕
送
り
を
期
待
で
き
る
団
員
も
あ
っ
た
よ
う
だ
か
、
上
田
は
特
に
移
住
当
初
に
資
金
に
悩
ん
だ
。
当
時
府
や
郡
村
が
彼
ら
に
予
算
を
講
じ
た
跡
は
見
あ
た
ら
ず
、
し
か
も
公
道
会
（ね｝
に
注
目
す
る
と
上
田
は
入
地
当
初
の
検
査
で
道
技
手
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
公
道
会
が
先
年
に
斡
旋
し
た
四
国
の
移
住
者
は
天
塩
で
土
地
貸
付
を
受
け
た
が
、
現
在
は
そ
れ
を
返
却
し
て
「
流
送
夫
其
他
製
材
所
労
働
」
を
し
て
い
る
。
会
と
の
打
合
せ
で
は
彼
ら
七
戸
を
団
体
に
補
欠
す
る
手
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
8６
北海道移住と上Ｈ１iii
が、これが来着しない。なので代わりの補欠員参加を認めて欲しい。
団体の資金は①各自の労働②親戚知人の援助③上田の貸付④団員の
自
己
調
達
に
よ
る
予
定
で
、
初
年
の
「
蒔
附
ケ
終
ル
迄
ハ
総
テ
ノ
費
用
ハ
小
子
（帥）
二
於
テ
貸
与
ス
ル
」
こ
と
に
す
る
、
と
。
団
員
の
補
欠
が
不
許
可
に
な
る
と
そ
の
区
画
分
は
団
体
へ
の
貸
付
か
ら
削
減
さ
れ
、
し
か
も
伐
採
の
立
木
が
あ
れ
ば
「
盗
伐
ト
シ
テ
検
挙
ヲ
ナ
シ
且
其
損
害
ノ
弁
償
を
命
ス
ル
」
土
地
処
分
の
規
則
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
も
そ
も
「
移
住
戸
数
十
戸
以
内
ノ
場
合
ハ
予
定
存
悩
ノ
許
（別）
可
ヲ
収
梢
ス
」
と
さ
れ
た
の
で
、
団
体
へ
の
土
地
貸
付
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
月
に
上
田
は
公
道
会
に
補
欠
を
要
請
し
て
「
移
住
ヲ
頓
ム
」
の
（躯）
電報を送ったようだが、既に三月には会の補欠の「入団見込みなき」
こ
と
が
知
れ
、
上
田
は
「
入
地
検
査
に
大
支
障
を
来
す
と
案
じ
」
て
参
加
者
を
探
し
た
と
い
う
。
当
時
、
道
庁
は
予
定
存
置
地
に
補
欠
を
認
め
る
の
に
慎
重
に
な
っ
て
お
り
、
団
員
は
嘆
願
書
を
提
出
。
上
田
も
自
ら
道
庁
・
支
庁
に
赴
い
て
（鋼）
交渉に腐心した。だが「特定地ハーＰ主又ハ成年者二限り」貸付ける
原
則
や
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
四
月
通
牒
の
「
細
民
部
落
民
一
一
関
ス
ル
件
」
に
よ
り
部
落
民
の
処
遇
が
問
題
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
成
人
の
団
員
家
族
や
岐
阜
県
移
民
の
補
欠
へ
の
貸
付
は
認
め
た
が
、
未
成
年
で
分
家
す
る
者
や
技
手
の
検
査
時
に
入
地
し
て
い
な
い
者
に
は
拒
ん
だ
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
道
庁
の
決
定
の
経
緯
は
よ
く
判
ら
な
い
が
、
通
牒
や
部
落
民
の
処
遇
は
後
に
も
触
れ
よ
う
。
た
だ
、
六
月
の
検
査
時
に
、
上
田
は
技
手
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
現
今
は
「
公
道
会
ハ
予
定
存
置
出
願
二
際
シ
添
書
ト
一
人
ノ
案
内
者
（例）
ヲ
出
シ
呉
レ
シ
ノ
ミ
ニ
テ
其
後
ノ
関
係
ナ
シ
」
だ
と
。
さ
ら
に
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
米
騒
動
の
後
に
、
彼
は
京
都
市
長
代
理
（
夜
学
運
営
問
題
か
ら
懇
意
の
前
愛
宕
郡
長
）
に
「
移
住
殖
民
」
に
よ
る
「
細
民
救
済
」
へ
の
助
力
を
請
う
の
だ
が
、
そ
の
書
面
で
は
、
自
分
が
「
独
力
諸
般
の
調
査
画
策
」
し
て
「
二
十
戸
八
十
余
名
」
を
北
海
道
に
「
引
率
」
し
た
。
そ
し
て
「
細
民
」
の
「
自
発
的
向
上
発
展
」
を
望
む
上
田
が
自
ら
率
先
し
、
今
後
も
「
益
々
移
住
殖
民
団
体
を
組
織
」
し
た
い
と
述
べ
る
ｃ
「
我
が
現
団
体
員
も
自
己
の
一
族
知
己
を
渡
道
せ
（蹄）
し
め
度
申
居
候
」
と
も
一
言
う
が
、
公
道
会
に
は
言
及
し
な
い
。
さ
ら
に
大
正
九
年
に
は
「
社
会
改
善
公
道
」
に
団
体
移
住
の
主
旨
や
北
海
道
の
様
子
を
報
告
し
（郷）
て
大
江
に
謝
辞
を
述
べ
る
が
、
会
の
活
動
に
は
別
段
に
意
見
し
な
い
。
彼
に
は
会
へ
の
帰
属
意
識
は
あ
っ
て
も
希
薄
、
連
絡
も
必
ず
し
も
密
で
な
か
っ
た
よ
う
（師）
である。
あ
ら
た
め
て
帝
国
公
道
会
と
上
田
や
京
都
団
体
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
そ
も
そ
も
上
田
は
夜
学
校
や
青
年
会
活
動
に
由
来
す
る
田
中
村
の
人
び
ととの紐帯があり、彼自身の北海道への関心あって公道会に連絡、
〈鯛）
夜
学
校
と
青
年
会
を
入
会
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
公
道
会
へ
の
「
問
い
〈
回
わ
せ
」
か
ら
は
会
や
政
府
の
助
力
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
彼
が
視
察
し
て
貸
付
地
を
出
願
し
た
の
だ
っ
た
。
一
方
、
公
道
会
は
大
江
ら
が
講
減
な
ど
で人びとの移住の動機に何らか影響を及ぼし、また移住事業の計画・
宣
伝
や
道
庁
、
道
内
資
本
家
に
協
力
を
依
頼
し
た
な
ど
知
れ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
自
体
に
移
民
団
を
組
織
・
運
営
す
る
機
能
が
あ
っ
た
か
は
、
疑
わ
し
い
。
先
（”）
述
の
よ
う
に
大
江
は
「
移
住
せ
し
む
べ
き
土
地
を
予
定
し
置
く
こ
と
に
尽
力
」
、
上
田
た
ち
が
貸
付
地
を
得
る
よ
う
道
庁
と
交
渉
し
て
い
る
。
京
都
団
体
出
発
前
8７
年
の
九
月
に
上
田
は
「
移
民
旅
費
送
達
の
件
通
信
来
る
」
と
記
す
の
で
会
か
ら
一
定
額
を
補
助
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
り
（
京
都
～
中
央
小
樽
大
人
一
人
四
円
八
八
銭
、
そ
の
先
は
移
民
に
は
無
賃
）
、
土
地
の
調
査
や
「
移
住
民
の
保
護
又
は
管
理
指
導
」
な
ど
都
築
に
嘱
託
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
だ
が
公
道
会
か
ら
京
都
団
体
に
は
予
定
の
補
欠
員
が
到
着
せ
ず
、
上
田
や
団
員
は
自
ら
補
欠
へ
の
土
地
貸
付
け
を
道
庁
に
談
判
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
の
移
住
後
に
会
の
移
（卯）
住
事
業
は
財
政
難
に
よ
り
「
中
絶
し
た
」
と
い
う
。
頼
り
に
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
京
都
団
体
は
親
類
縁
者
ら
に
よ
り
構
成
さ
れ
自
分
た
ち
で
主
体
的
に
活
動
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
移
住
の
実
行
者
は
上
田
が
呼
び
か
け
て
も
予
定
戸
数
に
満
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
部
落
の
文
化
や
「
団
体
長
ノ
仕
方
力
不
服
」
と
い
っ
た
種
々
の
条
件
に
か
か
わ
ろ
う
が
、
後
に
参
加
す
る
者
も
帰
郷
す
る
者
も
あ
り
、
各
自
の
事
情
や
判
断
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
一
年
以
内
（
大
正
七
年
一
二
月
末
ま
で
）
に
移
住
す
れ
ば
当
面
は
二
二
戸
ま
で
土
地
は
貸
付
ら
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
道
庁
か
ら
戸
数
制
限
が
団
体
に
適
用
さ
れ
、
部
落
か
ら
の
移
住
を
望
む
上
田
た
ち
の
活
動
が
制
約
を
受
け
な
か
っ
た
と
は
い
ま
言
い
切
れ
な
い
。
大
正
五
年
版
『
北
海
道
移
住
手
引
草
」
は
一
般
的
な
「
移
住
の
資
金
」
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
旅
費
、
家
具
、
農
具
、
小
屋
掛
、
食
料
の
五
種
と
し
て
自
作
農
の
費
用
を
見
積
り
、
旅
費
は
一
定
し
な
い
が
割
引
き
が
あ
る
。
八
団
体
の
運
営
と
そ
の
協
力
者
「家具は十二円余にて足り農具は二十三円内外居小屋は十五坪位の
掘
立
に
て
柾
葺
板
圃
に
造
り
て
こ
十
一
円
位
草
葺
草
園
に
す
れ
ば
七
円
位
を
要
す
」
。
食
料
は
夫
婦
に
子
供
二
人
の
家
族
で
コ
ケ
年
百
円
位
」
。
し
た
が
っ
て
「
総
計
百
五
六
十
円
位
の
準
備
あ
れ
ば
足
る
」
。
し
か
し
開
拓
地
は
物
価
高
な
の
で
二
、
三
割
多
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
三
月
に
開
墾
に
着
手
す
る
農
家
は
収
穫
に
よ
り
、
食
料
費
は
「
六
十
円
位
に
て
足
る
」
だ
ろ
う
と
記
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
大
正
七
年
版
で
は
総
計
「
三
百
円
」
、
大
正
一
○
年
版
「
六
百
円
」
を
準
備
す
べ
き
と
改
め
ら
れ
、
物
価
上
昇
の
著
し
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
団
体
の
財
政
は
ど
う
あ
っ
た
の
か
、
推
測
だ
が
考
え
ら
れ
る
収
入
の
途
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
第
一
が
帝
国
公
道
会
の
補
助
の
可
能
性
だ
が
、
多
額
を
得
た
跡
は
い
ま
見
ら
れ
な
い
。
第
二
は
貸
付
・
売
払
地
の
立
木
売
却
益
で
、
京
都
団
体
の
立
木
が
（皿）
「
二
倍
半
倍
高
価
に
売
れ
」
た
の
を
「
神
の
加
護
」
だ
と
上
田
は
記
し
た
。
確
実
に
金
額
を
得
た
の
は
こ
れ
だ
ろ
う
。
第
三
が
篤
志
家
の
拠
出
で
、
田
中
村
有
志
に
よ
り
「
余
金
百
円
に
充
た
ず
」
を
免
れ
、
上
田
の
姉
夫
婦
や
河
内
の
親
戚
か
ら
援
助
を
受
け
た
こ
と
も
知
れ
る
。
大
阪
の
資
産
家
に
も
相
談
す
る
が
協
力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
第
四
に
農
産
物
や
土
地
な
ど
を
担
保
に
金
融
を
受
け
た
様
子
が
あ
る
。
そ
う
し
て
日
誌
を
読
む
限
り
で
は
、
立
木
売
却
の
商
談
に
都
築
が
一
定
の
役
割
を
果
す
よ
う
で
あ
り
、
一
九
二
○
〈
大
正
九
）
年
七
月
上
田
が
大
江
を
訪
問
し
た
後
に
、
「
御
料
地
払
下
げ
の
件
に
就
き
」
通
（兜）
信
し
た
と
記
さ
れ
る
。
だ
が
御
料
地
へ
の
移
住
が
一
毘
都
団
体
や
公
道
へ
雪
に
よ
り
実
行
さ
れ
た
跡
は
見
当
た
ら
ず
、
公
道
会
か
ら
上
田
た
ち
に
は
他
に
別
段
の
働
（”）
き
も
現
時
点
で
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
れ
で
団
体
が
運
営
で
き
た
か
を
考
8８
北海道移住と上田静一
えておこう。
ま
ず
多
く
は
景
気
に
乗
じ
て
だ
ろ
う
。
「
初
年
二
年
ノ
収
穫
物
ハ
微
々
ト
シ
テ
算
ス
ル
ニ
不
足
生
等
ノ
生
活
ハ
一
時
不
安
二
陥
入
リ
シ
ガ
世
ハ
好
況
ト
ナ
リ
百
般
ノ
事
業
旺
盛
ト
ナ
リ
シ
タ
メ
冬
期
稼
ギ
ヲ
以
テ
物
債
騰
貴
モ
潮
ク
シ
テ
支
（肌）
ヘ」た。伐木や運搬、造材など一般的にも開拓農の初期家計は副業に頼
っ
た
が
、
そ
の
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
足
寄
郡
内
で
も
「
鉄
道
沿
線
は
比
（蝿）
較
的
労
銀
を
獲
る
は
容
易
」
と
さ
れ
、
上
田
は
移
住
初
年
九
月
末
日
に
「
金
儲
け
口
も
次
、
と
あ
り
て
順
調
」
と
記
し
た
。
「
女
子
ハ
除
草
二
専
念
シ
男
子
ハ
附近ノ伐採地開キ等二雇ハレ一日八十五銭乃至一円十五銭ノ収鹸｝
大
誉
地
に
近
い
利
別
川
は
大
正
四
年
に
ト
マ
ム
川
は
大
正
六
年
に
王
子
製
紙
が
伐
木
流
送
を
開
始
し
て
、
そ
の
労
働
男
七
○
銭
、
女
四
○
銭
と
も
上
田
は
記
し
（ｗ）
ている。伐材搬送はむしろ厳寒の久「期に仕事があり、大正九年春に
「
三
日
間
で
、
一
○
二
円
稼
い
だ
」
と
の
証
言
も
あ
る
。
当
時
本
別
村
を
含
む
河
西支庁内の日傭日給が平均男一・一二円、女．八二噸一概に比較
は
で
き
な
い
が
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
田
中
村
車
夫
の
月
収
が
平
均
一
人
（叩）
一
○
～
一
二
円
。
原
野
生
活
で
は
「
一
般
部
民
と
部
落
出
身
者
」
に
「
何
た
る
差
違
あ
る
こ
と
な
し
」
と
も
観
察
し
た
。
青
年
家
族
や
兄
弟
ら
が
団
員
で
行
動
は
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
好
況
を
前
提
に
事
業
を
考
え
た
だ
ろ
う
。
道
庁
に
提
出
の
文
書
に
よ
る
と
「
立
木
代
金
ニ
テ
経
営
ノ
方
針
ヲ
相
立
」
て
よ
う
と
し
、
京
都
団
体
貸
付
地
の
立
木
は
「
六
百
十
円
」
で
売
約
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
大
正
七
年
上
田
は
岐
阜
県
団
員
縁
故
の
先
移
住
者
松
井
倉
次
郎
（
上
足
寄
の
農
家
。
明
治
四
○
年
頃
に
渡
道
、
明
治
四
四
年
中
川
郡
本
別
村
か
ら
足
寄
村
に
、
大
正
二
年
釧
路
舌
辛
村
へ
と
再
移
住
）
と
共
に
釧
路
を
踏
査
し
、
彼
ら
の
郷
里
の
親
類
縁
者
た
ち
か
ら
「
第
二
団
体
」
を
設
け
て
舌
辛
村
に
二
○
町
歩
一
四
戸
の
売
払
地
を
松
井
の
代
理
人
と
し
て
出
願
、
許
可
（伽）
を
得
て
い
る
。
同
時
期
に
そ
の
立
木
の
「
手
附
金
壱
千
円
」
「
六
千
円
」
と
い
（皿）
っ
た
高
値
で
商
談
も
ま
と
め
た
よ
う
で
あ
る
。
何
程
か
の
斡
旋
料
を
得
た
可
能
性があり、木材商との交渉には都築にも連絡。会の事業と称せば土
地
の
出
願
に
は
多
少
と
も
有
利
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
母
里
河
内
千
早
村
の
親
類
尾
坂
悦
次
郎
夫
妻
と
田
中
村
団
員
斉
□
佐
助
の
兄
哉
三
郎
家
族
も
参
加
し
て
い
る
。
上
田
は
調
査
や
道
庁
、
木
材
商
な
ど
と
交
渉
を
な
し
、
大
誉
地
に
近
在
の
移
住
者
・
縁
者
に
土
地
を
得
さ
せ
て
自
己
の
縁
者
に
も
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
隣
地
ト
マ
ム
の
板
倉
勘
兵
衛
率
い
る
三
重
県
人
ら
天
塩
団
体
か
ら
は
補
欠
と
し
て
松
□
篁
太
郎
加
入
の
申
し
入
れ
が
あ
（噸）
り、上田が世話をするなど移住者間の協力のあった様子が知れる。
ま
た
注
目
し
た
い
の
が
、
京
都
・
大
阪
・
北
海
道
を
往
来
す
る
上
田
を
媒
介
に
し
て
直
接
間
接
に
団
体
を
援
助
し
た
人
々
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
大
正
九
年
頃
ま
で
彼
は
鉄
道
を
利
用
し
て
活
発
に
行
動
し
た
様
子
が
知
れ
る
。
日
誌
で
は
釧
路
に
団
体
を
送
り
出
し
た
大
正
人
年
を
除
い
て
京
都
・
大
阪
で
越
年
。
親
類
縁
者
の
問
題
解
決
や
移
住
の
勧
誘
、
資
金
調
達
な
ど
な
し
、
春
に
渡
道
、
土
地
の
調
査
や
出
願
、
木
材
商
と
の
交
渉
や
出
面
の
先
を
探
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
彼
不
在
の
入
植
地
に
は
兄
や
青
年
家
族
ら
が
滞
在
し
て
お
り
、
団
員
が
不
足
し
た
当
時
に
、
田
中
部
落
夜
学
の
代
用
教
員
を
務
め
青
年
会
名
簿
に
も
名
を
（噸）
見
る
上
田
の
義
弟
矢
田
賞
太
郎
が
大
阪
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
一
方
、
京
都
で
8９
は部落で一緒に子どもたちを教育してきた妻のぬいと吾子が、彼ら
に
助
力
す
る
妻
の
姉
夫
婦
に
よ
り
後
見
さ
れ
た
と
い
う
。
姉
夫
婦
は
団
体
出
発
時に賎別など上田に与えるほか「移住者全部に古着防寒衣服等送与」
（川）
し
た
と
記
さ
れ
る
。
上
田
夫
妻
の
晩
年
ま
で
彼
ら
家
族
同
士
は
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
ら
し
く
、
上
田
が
単
身
活
動
す
る
一
条
件
を
な
し
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
上
田
は
道
内
の
女
性
松
井
春
と
三
年
の
間
縁
あ
り
、
夫
婦
の
如
く
な
っ
た
が
大
正
二
年
に
彼
女
の
負
債
を
引
き
受
け
て
父
親
（
在
余
市
町
）
の
元
に
返
そ
う
と
す
る
。
そ
の
場
合
に
も
姉
婿
や
妻
ぬ
い
が
春
と
話
し
合
い
、
長
男
一
正
の
養
育
が
彼
女
に
任
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
長
男
は
一
時
河
内
に
も
預
け
ら
れ
、
身
よ
り
の
な
い
団
員
の
子
ど
も
は
京
都
の
「
慈
善
教
育
院
」
に
委
託
さ
れ
た
こ
（順）
と
も
知
れ
る
。
そ
こ
で
妻
の
母
校
で
あ
る
京
都
女
子
和
洋
芸
技
学
校
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
人
修
道
女
ブ
ロ
ー
・
メ
リ
ー
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
と
い
う
学
校
と
の
関
わ
り
は
日
誌
で
は
明
治
四
四
年
に
初
め
て
見
ら
れ
る
が
、
上
田
は
教
え
子
の
進
学
費
の
負
担
を
彼
女
に
相
談
し
た
。
そ
れ
を
承
諾
し
て
彼
女
が述べた「私田中村の為尽す故卒業後田中村の為め尽すと言ふ約束」。
と
の
言
葉
に
「
余
は
心
の
奥
底
よ
り
喜
び
た
り
」
と
記
し
て
い
る
。
部
落
青
年
（畑）
が
附
近
の
火
事
を
目
撃
し
て
駆
け
付
け
た
の
も
こ
の
学
校
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
上
田
た
ち
の
試
み
た
移
住
・
開
墾
の
実
際
と
は
、
京
都
田
中
村
や
大
阪
東
條
村
周
辺
、
北
海
道
で
も
近
隣
と
互
助
的
に
協
力
し
て
進
め
ら
れ
た
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
り
、
移
民
団
か
ら
は
帰
郷
す
る
者
も
あ
っ
た
が
、
上
田
の
活
動
が
当
時
の
部
落
で
と
く
に
反
対
を
受
け
た
跡
は
日
誌
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
北
海
道
を
往
来
す
る
上
田
は
青
年
た
ち
か
ら
賤
別
を
受
け
た
り
、
一
九
二
七
上
田
の
移
住
植
民
の
論
を
筆
者
な
り
に
簡
単
に
考
察
し
て
お
く
と
、
上
川
に
は
人
口
調
密
で
「
旧
来
ノ
因
習
」
あ
る
地
域
で
は
職
業
も
限
定
さ
れ
、
「
生
存
上
の
完
備
」
難
し
い
、
「
細
民
」
の
「
真
の
改
善
」
に
は
自
ら
の
「
労
力
」
を
発
揮
で
き
る
新
天
地
が
好
ま
し
い
と
の
判
断
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
確
と
北
海
道
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
市
長
代
理
へ
の
建
白
書
で
は
北
海
道
・
満
蒙
・
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
列
挙
し
て
「
雄
飛
活
躍
」
す
る
場
所
を
求
め
た
。
た
と
え
ば
函
館
か
ら
南
米
に
移
住
す
る
団
体
に
出
会
っ
て
「
青
年を激励し大に此の壮挙を祝し錘。だが彼は士族移民のように
「
皇
国
北
門
の
藩
屏
」
を
自
負
す
る
の
で
は
な
い
し
、
国
家
的
な
課
題
意
識
も
希
薄
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
次
の
よ
う
に
は
述
べ
て
い
る
。
「
堅
実
な
る
（
昭
和
三
年
に
も
「
い
つ
に
変
は
ら
（
ず
）
喜
ひ
迎
へ
ら
れ
」
た
と
記
し
て
いて、京都団体移住は帝国公道会の「後援」を得たが、移住後の様
子
や
団
員
の
構
成
、
上
田
の
意
図
に
照
ら
す
な
ら
ば
家
族
親
類
や
部
落
青
年
た
ち
を
含
む
縁
者
ら
の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
取
り
組
ま
れ
た
と
捉
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と
い
う
の
が
小
論
の
見
通
し
で
あ
る
。
な
お
、
そ
う
で
あ
れ
ば
上
田
の
人
と
な
り
や
手
腕
に
も
事
業
の
成
否
は
負
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
田
中
村
周
辺
の知った部落や近隣、親類宅などに彼は立寄り北海道の様子を伝え、
「
我
が
国
は
食
糧
不
足
な
れ
ば
大
に
殖
民
政
策
を
取
り
強
壮
な
る
青
年
は
大
に
（叩）
発
展
」
す
べ
き
だ
と
説
い
て
移
住
を
勧
め
た
と
記
す
。
九
移
住
事
業
の
頓
挫
9０
北海道移住と上田静
国
民
」
に
な
る
の
に
北
海
道
は
「
最
良
の
地
」
だ
。
「
細
民
」
を
海
外
「
各
地
に殖民せしめ活動せしむれば、生活難てふ忌はしき現象も起らず、
細
民
自
身
の
幸
福
を
増
進
す
る
と
共
に
国
権
の
扶
植
、
民
族
発
展
の
実
を
拳
ぐ
（噸）
る
事
も
出
来
得
る
か
と
存
候
」
と
。
関
心
は
生
活
難
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
団
員
た
ち
が
「
自
己
の
財
産
」
と
な
る
土
地
を
得
る
と
と
も
に
、
収
穫
を
得
て
国
民
に
食
糧
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ところで当時北海道での農業を見ると、大誉地に近い「普通農民」
の
生
活
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
。
「
地
味
気
候
適
順
、
交
通
も
決
し
て
不
便でない足寄の茶五町歩専農家で実際作付地が三町七段、大豆二町
五
段
、
小
豆
五
反
、
此
他
は
裸
麥
、
唐
黍
、
燕
麥
、
蕎
麥
、
馬
鈴
薯
、
蔬
菜
類
の
作
付
で
家
族
五
人
、
内
労
働
に
堪
え
得
る
も
の
夫
婦
二
人
一
年
間
の
農
業
収
入
三
百
五
十
余
円
、
副
業
の
雑
収
入
十
円
、
然
る
に
種
子
農
具
其
他
直
接
の
農
営
費
八
十
二
円
余
、
住
宅
の
修
繕
費
十
七
円
餘
、
仕
事
着
其
他
被
服
代
五
十
円
、
食
費
は
勿
論
米
食
で
は
な
い
麥
稲
黍
馬
鈴
薯
又
は
多
少
米
を
交
へ
て
常
食
と
し
九十三円余、諸公課金二十一一円余雑費三十五円で一一一百円余となり、
差
引
六
十
四
円
余
が
手
元
に
残
る
」
と
（
「
釧
路
新
聞
」
一
九
一
六
年
一
二
月
一
五
日
）
。
豆
を
主
体
に
し
た
畑
作
を
な
す
開
拓
農
家
は
七
、
八
倍
の
高
値
に
よ
っ
て
入
植
後
の
窮
乏
を
緩
和
、
一
躍
富
裕
化
す
る
者
も
現
れ
て
い
た
。
こ
と
に
大
正
七
年
は
「
異
常
な
好
況
」
。
翌
年
移
民
の
来
住
も
頂
点
に
達
し
、
た
と
え
ば
部
落
改
善
に
よ
る
大
正
二
年
の
奈
良
県
移
民
は
土
地
の
騰
貴
も
あ
っ
て
数
千
円を得たと匙汕｝大正一一一・四年の滋賀県移民も「莫大な利益」があ
（、）
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
な
か
大
誉
地
で
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
は
「
団
体
内
を
貫
通
す
る
拓
殖
道
余
程
進
捗
」
。
小
学
校
の
新
築
移
転
だ
ろ
う
建
設
に
団
員
が
協
力
す
る
な
ど
一
帯
が
開
拓
村
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
知
れ
る
。
移
民
の
通
例
に
違
わ
ず
、
若
干
名
だ
が
京
都
団
員
の
家
族
も
親
類
・
（、）
縁
者
が
渡
道
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
北
海
道
の
上
田
の
も
と
で
「
修
養
し
た
し
」
と
手
紙
を
送
っ
た
教
え
子
青
年
も
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
第
一
次
大
戦
が
終
結
、
大
正
九
年
半
ば
に
は
北
海
道
入
植
地
も
不
況
へ
と
転
じ
て
ゆ
く
。
帝
国
公
道
会
は
移
住
一
年
ほ
ど
の
農
家
に
七
○
○
～
’
二
○
（鵬）
○
円
収
入
あ
り
と
雑
誌
で
伝
え
る
が
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
団
体
の
財
政
に
つ
い
て大江に相談せんとした様子のある上田だが潤飾には釘をさした。
「
物
品
仕
入
最
中
は
物
価
昂
騰
の
頂
上
に
て
本
年
頃
よ
り
農
作
物
売
り
出
し
得
る
と
恩
へ
ば
下
落
の
気
運
に
向
ひ
た
り
渡
道
期
適
当
せ
ざ
り
し
な
り
」
、
「
昨
年
迄
の
収
穫
物
は
誠
に
貧
弱
に
し
て
八
年
度
は
自
家
用
を
除
け
ば
一
家
最
高
三
百
〈川）
円
位
最
低
四
五
十
円
位
な
り
き
」
。
日
稼
ぎ
で
開
墾
が
遅
れ
、
昨
年
は
凶
作
で
もあった、と。数年なりとも移住の時期が早ければと考えただろう。
そ
し
て
、
こ
の
報
告
の
年
に
周
辺
は
長
雨
に
あ
い
、
し
か
も
豆
の
価
格
は
三
分
（順）
の一に急落してゆく。京都団体周辺の移住者には各々に開拓の理由
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
農
家
は
本
格
的
に
収
穫
を
見
込
め
る
三
年
目
以
降
は好況に浴しえなかった。翌一○年にもなると「何仕事も起こらず」、
移民の渡道は一般的にも急減・農家も「続々他の職業に転議）して（、）
い
る
と
報
じ
ら
れ
、
転
出
の
多
い
地
域
が
全
道
的
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
誌
で
は
上
田
は
道
庁
に
よ
る
土
地
付
与
の
検
査
を
団
員
に
受
け
さ
せ
た
り
、
それを猶予させた様子が知れる。「新参農夫ニテハ周囲ノ信用薄ク」
9１
「其レ々応分ノ負債アル」ので開墾未了でも成功付与して欲しいと
（畑）
の
請
願
も
作
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
翌
年
に
上
田
は
三
年
前
よ
り
北
海
道
で
縁
あ
っ
た
女
性
松
井
春
を
姉
夫
婦
や
妻
、
田
中
村
の
人
び
と
に
公
然
化
。
父
親
に
送
り
返
す
決
心
を
固
め
た
。
そ
の
先
の
余
市
町
で
彼
は
同
居
す
る
。
身
動
き
な
らずに小学校の代用教員の職を得て過ごすのだが、「実に惨たる」
不
況
。
大
誉
地
周
辺
農
家
も
「
木
炭
焼
き
二
て
漸
く
生
活
を
維
持
」
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
作
柄
の
悪
い
入
植
地
で
上
田
は
検
査
に
立
ち
会
っ
た
。
し
か
し
田
中
村
団
員
の
死
亡
事
故
も
発
生
。
そ
し
て
後
見
を
約
し
て
彼
は
松
井
と
離
別
し
、
妻
子
を
呼
び
寄
せ
教
員
生
活
を
続
け
る
の
だ
っ
た
。
日
誌
で
は
上
田
の
京
都
団
体
と
の
関
わ
り
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
一
一
）
年
八
月
五
日
「
本
日
大
誉
地
二
出
張
、
十
日
帰
宅
」
と
記
さ
れ
る
の
を
最
後
に
知
れ
な
く
な
る
。
だ
が
、
後
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
正
一
三
年
は
「
未
曾
有
の
大
冷
害
」
が
生
じ
、
京
都
団
体
ら
上
大
誉
地
部
落
で
は
以
後
多
く
の
人
々
が
出
稼
ぎ
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
市
街
地
へ
の
転
出
や
帰
郷
も
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
佐
賀
・
静
岡
・
京
都
団
体
ら
八
○
数
戸
の
部
落
は
昭
和
初
年
ま
で
に
二
○
戸
に
減
少
。
第
二
次
大
戦
終
戦
時
に
一
○
戸
に
た
ら
ず
。
農
業
を
続
け
た
団
員
家
族
も
あ
る
が
、
根
釧
原
野
か
ら
の
集
団
移
住
や
戦
後
引
揚
者
の
再
入
植
な
ど
〈四）
部
落
は
入
地
・
撤
退
が
繰
り
返
さ
れ
て
ゆ
く
。
調
査
で
は
、
土
地
改
良
を
実
施
せ
ね
ば
農
家
の
安
定
は
望
み
難
く
、
営
農
指
導
な
ど
必
要
だ
っ
た
が
、
殆
ど
期
待
し
え
ず
「
失
意
の
ど
ん
底
へ
葬
ら
れ
た
」
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
道
内
で
は
大
正
末
期
に
耕
地
拡
大
が
頭
打
ち
に
な
り
、
し
ば
し
ば
開
拓
地
で
は
二
次
原
野
と
呼
ば
れ
る
荒
蕪
地
が
出
来
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
道
内
で
有
畜
農
法
な
ど
の
さ
て
、
上
田
と
京
都
団
体
の
足
跡
を
辿
っ
て
き
た
の
だ
が
、
最
後
に
小
論
は
部
落
か
ら
の
移
民
の
北
海
道
で
の
背
景
に
つ
い
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
と
い
う
の
も
上
田
の
素
志
は
細
民
の
「
真
の
改
善
」
と
し
て
の
自
発
的
発
展
・
生
活
難
の
打
開
Ⅱ
救
済
だ
っ
た
。
そ
れ
は
景
気
悪
化
に
際
会
し
て
頓
挫
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
彼
は
北
海
道
で
事
業
を
試
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
京
都
団
体
が
理
想
を
追
求
す
る
と
は
い
え
労
働
の
機
会
が
不
足
し
た
り
、
排
斥
を
受
け
て
は
府
県
と
比
べ
て
北
海
道
が
「
最
良
」
と
い
え
な
い
の
で
は
な
（唖）
い
か
。
「
貧
苦
の
負
傷
者
」
が
「
錦
を
飾
」
る
の
も
難
し
く
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
上
田
は
団
の
内
外
と
も
周
囲
の
移
住
者
同
士
に
「
差
別
的
交
り
」
は
な
い
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
「
蔑
視
ざ
れ
し
細
民
も
他
の
者
と
何
の
区
別
」
な
く
、
「
日
常
交
際
他
の
者
と
何
の
変
り
た
る
点
」
を
見
な
い
の
だ
と
。
移
住
後
四
年
間
の
実
地
経
験
で
は
協
力
し
て
農
業
に
従
事
し
、
「
要
は
其
の
人
の
器
量
と
品
農業技術の普及が図られるのは釧路・根室地方が移民の中心地とな
る
昭
和
期
以
降
だ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
一
九
一
一
一
～
二
三
（
大
正
一
○
～
（剛）
一二）年に団体の主要家族は土地の付与検査を通過。「入地当時の
荒山も今は殆ど一村落の形を成」すまでになったと日誌に記され、
水
利
に
悩
む
高
台
だ
っ
た
が
耕
地
の
多
く
は
現
在
も
牧
草
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
土
地
を
手
放
し
た
り
・
小
作
を
な
し
て
ゆ
く
団
員
も
あ
り
大
正
（、）
一
五
年
に
新
た
に
土
地
を
求
め
て
出
願
し
て
い
た
こ
と
も
判
る
。
一
○
被
差
別
部
落
と
北
海
道
9２
北海道移住と上田静
（慨）
位
人
格
の
如
何
」
に
よ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
事
業
に
は
大
切
な
条
件
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
田
は
出
自
に
頓
着
す
る
こ
と
・
さ
せ
る
こ
と
を
「
僻
見
変
則
な
る
因
習
」
だ
と
捉
え
た
よ
う
で
あ
り
、
「
交
わ
り
」
の
支
障
に
な
る
「
因
習
」
す
な
わ
ち
「
国
元
の
家
柄
身
分
に
よ
り
て
尊
敬
を
受
け
叉
侮
視
せ
ら
る
Ｅ
等
の
現象」は北海道の彼らの周囲に「殆ど見ざる」と観察した。開拓農
村
で
は
農
事
や
教
育
、
互
助
な
ど
種
々
の
生
活
組
織
が
移
民
に
よ
り
新
設
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
団
体
は
近
隣
に
出
面
に
赴
き
、
あ
る
い
は
市
街
の
旅
館
の
改
築
を
手
伝
っ
た
り
、
学
校
建
設
と
い
っ
た
様
々
の
活
動
を
な
し
た
と
い
う
。
上
田
自
身
も
国
勢
調
査
で
隣
家
を
訪
ね
て
歩
き
、
部
落
長
に
も
椎
（凶）
拳
さ
れ
た
様
子
を
記
し
て
い
る
。
だ
が
限
ら
れ
た
日
誌
の
以
上
に
は
現
時
点
で
（噸）
移
住
地
で
の
生
活
の
子
細
は
窺
い
よ
う
も
な
い
。
そ
こ
で
上
田
た
ち
が
関
知
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
部
落
の
人
び
と
や
貧
窮
す
る
人
び
と
を
当
時
の
北
海
道
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
か
を
、
以
下
に
考
え
て
お
こ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
さ
て
、
上
田
は
京
都
か
ら
の
出
発
時
に
田
中
村
や
近
在
の
「
細
民
部
落
」
で
移
住
者
を
募
っ
た
け
れ
ど
も
、
予
定
の
希
望
者
は
減
っ
た
と
い
う
。
明
治
末
の
当時、「最も有利の条件にて北海道移住を勧告した者があるが頑と
して応ずる者がなかつ勘）「敢テ之ヲ顧シモノ無之」といわれて、
（噸）
必
ず
し
も
北
海
道
行
は
部
落
で
支
持
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
知
れ
る
。
移
民
を
送
出
す
る
部
落
や
地
域
の
状
況
如
何
に
よ
る
が
、
｜
つ
に
北
海
道
に
渡
航
し
た
身
近
な
者
が
「
残
酷
な
目
」
に
あ
い
、
「
儲
か
る
所
で
な
い
」
と
判
断
し
た
場
（砥）
合
が
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
一
つ
に
は
情
報
の
乏
し
さ
、
遠
隔
地
の
捉
え
難
さ
に
も
由
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
正
期
に
上
田
は
「
六
百
里
離
れ
た
る
異
域
」
（”）
だとも北海道を形容しているが、たとえば「明治之光」誌には、開
拓
地
の
発
達
を
紹
介
し
て
「
北
海
道
な
ど
ｂ
侮
っ
て
か
、
っ
て
行
く
」
の
を
い
（剛）
さ
め
る
記
事
も
あ
り
、
「
部
落
民
は
身
体
総
て
壮
健
」
で
「
所
期
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
気
概
」
が
あ
る
。
他
動
的
な
移
住
論
に
は
反
対
し
目
的
地
も
一
様
で
な
い
が
、
「
朝
鮮
台
湾
北
海
道
等
の
未
開
地
」
に
移
住
を
実
行
し
よ
う
。
そ
れ
に
は
「
出
稼
ぎ
に
関
す
る
智
識
」
を
十
分
に
備
え
た
い
、
と
も
主
張
さ
れ
た
（、）
ことが知れる。
と
こ
ろ
で
一
方
、
移
民
を
集
め
て
成
立
す
る
北
海
道
で
は
府
県
か
ら
の
道
の
不人気や疎遠さは、種々の案内や宣伝により道庁が解消しようとし、
道
内
の
新
聞
紙
上
で
も
度
々
話
題
に
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
は
府
県
と
異
な
り
明
治
三
○
年
代
ま
で
地
方
自
治
制
・
参
政
権
の
外
に
お
か
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
道
議
会
開
設
と
と
も
に
財
政
が
国
庫
よ
り
独
立
し
て
、
な
お
一
級
・
二
級
町
村
制
な
ど
変
則
的
な
扱
い
が
残
さ
れ
た
。
移
民
の
動
静
や
開
拓
の
あ
り
よ
う
に
社
（噸）
会・道政が影響を敏に受ける「殖民地」の性格を帯びたのである。
そ
う
し
て
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
拓
殖
計
画
を
制
定
し
産
業
や
社
会
資
本
を
充
実
さ
せ
、
拓
殖
関
連
の
国
費
へ
の
依
存
を
脱
し
「
地
方
」
と
し
て
の
財
政
的
自
立
を
目
指
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
は
当
面
ま
ず
拓
殖
予
算
を
確
保
し
良
質
な
移
民
を
招
来
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
に
は
台
湾
・
朝
鮮
と
は
競
合
地
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
、
北
海
道
・
道
民
の
府
県
か
ら
見
て
の
姿
や
地
位
の
周
縁
性
は
道
庁
や
論
客
の
琴
線
に
触
れ
る
問
題
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
○
年
に
道
長
官
河
島
醇
が
「
北
海
道
は
全
国
の
械
多
村
か
9３
ママ
果して然らば余は稜多村の圏左衛門に非ずやと放笑」したという記
ママ
事では、「北海道と北海道民を侮辱」「悪臭にかぶれ居るＪ密）の熟如く
（咽）
吹
聴
」
し
た
と
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
被
差
別
部
落
に
つ
い
て
の
認
識
の
あ
り
よ
う
が
道
の
移
民
へ
の
処
し
方
に
も
何
程
か
影
響
し
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
順
次
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
道
内
の
人
び
と
が
「
穣
多
村
」
を
侮
蔑
の
対
象
と
し
て
理
解
で
き
た
様
子
が
判
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
周
囲
に
具
体
的
に
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
明
治
末
・
大
正
期
の
紙
面
を
探
す
限
り
、
現
時
点
で
道
内
の
開
拓
村
や
移
住
民
を
「
特
殊
（
特
種
）
部
落
」
や
「
新
平
民
・
特
殊
民
」
な
ど
と
取
り
上
げ
た
事
例
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
「
特
殊
部
落
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
末
期
に
は
札
幌
、
小
樽
、
函
館
な
ど
都
市
街
区
の
周
縁
に
貧
窮
民
の（剛）
集住地が形成され、それを「非人窟」「貧民窟」「細民部落」と形容。
「
内
務
省
に
て
は
地
方
改
良
事
業
の
一
と
し
て
特
殊
部
落
及
び
所
在
貧
民
窟
の
（断）
改
良
に
力
む
る
筈
な
り
」
と
は
伝
達
さ
れ
、
と
き
に
ア
イ
ヌ
部
落
と
と
も
に
（剛）
「
特
殊
部
落
」
の
語
も
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
府
県
の
被
差
別
部
落
は
北
海
道
の
生
活
場
面
に
身
近
で
な
い
た
め
か
、
た
と
え
ば
「
穣
多
種
族
と
聞
け
ば
耳
障
り
だ
が
…
…
本
道
に
其
部
落
の
一
つ
も
無
い
の
は
何
と
な
く
気
持
（職）
が
よ
い
」
と
も
言
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
道
庁
や
道
内
論
客
に
と
っ
て
の
関
心
事
は
、
開
拓
の
進
捗
や
農
村
の
運
営
、
ひ
い
て
は
道
政
を
左
右
す
る
来
住
者
の
数
や
質
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
資
本
家
の
移
住
は
幾
万
人
た
り
と
も
歓
迎
す
る
も
、
細
貧
者
の
来
住は地方経済上多大の損害あるを以て成るべく移住少なからんこと
を望むなどと勝手の熱を吐き居る者も無きにあら嚇〕。「資本薄弱な
る
新
来
移
民
」
に
は
「
開
墾
熟
練
且
つ
売
払
を
受
く
る
程
の
資
力
あ
る
者
を
温
（剛）
同
」
し
た
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
な
ら
な
い
。
し
か
も
未
開
地
測
設
の
進
捗
や
鉄
道
・
道
路
の
整
備
、
土
地
制
度
如
何
な
ど
関
わ
っ
て
、
明
治
四
二
年
「
移
住
民
減
退
」
が
伝
え
ら
れ
る
間
に
も
移
民
へ
の
特
定
地
は
不
足
を
呈
し
「
今
日
交
通不便の所でなければ貸付する所がない」とも言われてい（御｛北海
道
で
は
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
寒
冷
地
や
奥
地
に
ま
で
開
拓
が
進
展
。
（皿）
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
消
失
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
時
節
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、
た
と
え
ば
ま
ず
明
治
四
一
～
四
四
年
山
梨
・
栃
木
・
群
馬
ら
罹
災
民
移
民
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
山
梨
県
の
場
合
は
移
民
へ
の
応
募
者
六
八
六
戸
、
国
費
・
県
費
や
義
損
金
で
の
補
助
を
講
じ
、
食
料
・
諸
道
其
の
給
与
、
医
務
員
の
随
伴
な
ど
異
例
に
手
厚
い
。
罹
災
民
の
救
済
は
「
義
損
者
な
り
其
の
な
他の厚意に舐れ」ぬよう、人びとの「自力の到底及ばざる点にのみ
（唖）
他
力
を
加
ふ
る
の
方
針
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
渡
航
費
な
ど
「
移
民
二
交
附
（鵬）
セ
ズ
」
官
吏
が
支
払
い
、
物
資
は
現
物
支
給
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
資
力
乏
し
い
移
民
で
あ
っ
た
が
、
山
梨
県
側
は
新
村
へ
の
発
展
を
期
待
し
、
道
庁
は
虻
田
郡
に
急
邇
区
画
を
測
設
。
概
ね
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
一
定
開
墾
も
遂
げ
た
様
子
が
知
れ
る
。
し
か
し
「
多
数
を
同
一
ヶ
所
へ
容
る
、
は
甚
だ
閥
（州）
難
」
で
手
配
さ
れ
た
羊
蹄
山
麓
は
高
度
傾
斜
や
土
壌
な
ど
悪
条
件
を
備
え
た
と
い
う
。
冷
害
な
ど
被
り
離
農
・
退
去
者
を
多
出
す
る
結
果
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
ある。そし
て
一
方
、
貸
付
地
不
足
や
不
良
化
の
裏
面
で
道
内
に
問
題
化
し
て
い
た
9４














